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2018（平成 30）年度 法人全体 事業報告 

 
社会福祉法人 牧ノ原やまばと学園 

＜総括＞ 
 部⻑制度の発⾜や、処遇改善加算取得のための評価制度の実施等、どちらかと言えば、組織の整

備や制度づくりに力を入れ、研修内容も専門性を深めるものが多かった。事業所間の意思疎通や
情報共有を図り、専門的知識を得る上では、必要な対応であったが、人を大切にし助け合う人間
関係を築くという私たちの使命達成のためには、職員の感性や思考力、内面性を養う研修等も重
要であり、その点では十分ではなかったと反省している。一方、働き人確保の課題は当年度も解
消されず、特に入所施設の状況は厳しいものがあった。人材不足の深刻化を予想し、年度末に EPA
（外国人人材確保方法の一つ）へ申請する決断をしたが、結果は、次年度 8 月頃に判明する。 

 
Ⅰ．基本理念と行動指針、目標 
  「理念を学ぶ会」はなくなったが、「誕生月研修」を月 1 回開催し、より多くの職員が理念に

ついて学ぶ機会をつくった。当年度も、創立以来のモットー「ともに生きる」と「わたしたち
の願い」を、目立つところに額縁で掲示し、浸透を図った。本年度からは部⻑制度が導⼊され、
理事⻑―部⻑―管理者―副施設⻑や主任―職員といった連携体制によって職員育成や情報共有
が行われ、「サービス提供指針」（理念を支援面で具体化した指針）の実践に努めた。 
基本理念が浸透し、「人格の尊重」と「助け合い」で特色づけられる牧ノ原やまばと学園にな
るためには、今後も、いろいろな面から工夫し、取り組んでいく必要がある。 

 
Ⅱ．2018 年度牧ノ原やまばと学園の事業概要 

１． 評議員、理事、監事の 氏名と任期               （アイウエオ順） 
 
 
 
 

 
 
 
２． 評議員会や理事会等の開催数 

 評議員会：1 回、 理事会：6 回、 監事による内部監査：2 回 
 開催日時と審議内容等は、添付資料 3 - ➀ に記載したので、参照のこと。 
 

３． 実施事業の名称、種別、責任者名、職員数等について  
2018 年度は、計画書に明示した通りの事業を実施した。 
2019 年 3 月 31 日時点での、事業所の種別、定員数、責任者と職員数等は、次の表のとおり。 

   （理事⻑、評議員、理事、監事は除く。／理事であるが施設⻑兼務の者は、記載。） 
  

評議員（ 9 名。 任期は 2017年４⽉〜2021 年 6 月の定時評議員会）： 
⼤⽯節夫、⼩澤巌、柴⽥敏、杉本正、外岡潤、⻑⾕川清太、早川ひろみ、久⽥則夫、 渡辺紀久子 

理 事（ 7 名。任期は、2017 年 6 月 17⽇〜2019 年 6 月定時評議員会）： 
 姉崎弘、伊藤巧、大石幸、金子初子、神谷美代枝、佐々木炎、⻑澤道⼦   （下線は理事⻑。） 
監 事（ 2 名。 任期は、理事と同じ）：  鈴木新、 鈴木武 
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４．2018 年度末の職員状況 ： 総人数は470 名         （2019 年 3 月 31 日時点）  

（注）パ・利用者とは、就労継続 A 型事業所のメンバー。法人の職員であり、ご利用者でもある。 
 
５．決算結果と収支状況 
（１）決算結果 （社会福祉事業と公益事業の合算） 単位は、円 

 ※C/Fの施設整備等資金収支差額が△11,765 万円余と 
多額なのは、借入金償還支出のため（なのはな、聖ルカ）。 

※※C/F のその他の活動資金収支差額が△1 億３千万円 
余になっているが、各事業所の積立増のためである。 

 
（ ２ ）  法 人 の 経 営 指 標          

（全国平均値は、2016 年度のもの） 
経営指標 2016 年度決算 2017 年度決算 2018 年度決算 全国平均 指標の意味 
純資産比率  80.36％  79.23％  80.33％ 75.6％ ⻑期持続性 

人件費比率  66.14％  70.24％  68.59％  66.5％ 収入と出費の合理性 
事業費比率   12.93％  14.03％   13.70％  14.0％ 利用者サービス割合 
事務費比率   9.08%     9.17％  9.08％ 10.0％ 管理費的費用の割合 
事業利益率    7.58％      2.27％    4.49％    − 総合的な収益力 
経営増減差額率    7.56％   2.24％   7.99％  3.5％ 効率性、収益性 
流動比率  409.11％  390.58％   421.01％ 356.8％  安定性・持続性 
減価償却費率    5.19％    5.49％    5.31％  − 設備投資の割合 

 
（３）収支に関する特記事項   （詳細は、2018 年度の決算報告書を参照のこと） 

➀小規模特養ホーム「グレイス」を含む「恵みの丘」は、⻑期借⼊⾦⼀括返済や⼈件費削減に 
より収支がやや改善され、法人からの毎年の２千万円余の繰入れは必要なくなった。 

②グレイスの短期事業は、人手不足のため、当年度も休止した。 

 正規職員 準 職 嘱 託 パート パ・利用者 非正規・計 職員総数 
男性 （人数） 68 ４ 8 42 14 68 136 人 
女性 （人数） 122 10 5 196 １ 212 334 人 
平均年齢 46.0 53.3 70.5 57.1 49.6 57.1 52.6 歳 
平均勤続数 10.82 7.63 11.58 6.44 3.93 6.60 8.31 年 

  資 金 収 支 計 算 書    （ ）は公益事業分   事 業 活 動 計 算 書     ( ）は前年比 
事業活動資金収支差額   294,969,319 （1,911,636） 経常増減差額     171,105,486 （+123,559,763） 
施設整備等資金収支差額 △117,653,090  ( △3,240) 特別増減差額     △ 4,195,761  （+144,008,910） 
その他の活動資金収支差額 △131,334,036（△1,500,000） 当期活動増減差額   166,909,725 （ +267,568,673） 
当期資金収支差額      45,982,193   (  408,396) 当期末繰越活動増減差額 1,674,380,985 （ +151,769,725） 

その他の積立金積立額 128,080,000  （ +46,140,000） 
次期繰越活動増減差額 1,552,575,985 （+45,104,725） 

            貸 借 対 照 表 
流動資産 1,079,464,485 流動負債 256,401,657 
 現金預金  785,113,821 固定負債 626,102,446 
固定資産 3,406,723,401 純資産  3,603,683,783 

内その他の積立金811,530,000 

3



 
 

③本年６月 1 日より、共同生活援助（グループホーム）の家賃を２万円から３万円にあげた。 
（国からの家賃補助 1 万円あり）。貯金の無いご利用者 2 名は、従来通りの家賃に据え置き。 
④デイサービスセンター真菜の建設借入金（20 年償還）は、2018 年 12 月 8 日をもって完済。 

 
６．2018 年度寄付金状況  
   下記のようなご支援を頂いたことを、心から感謝して報告致します。 
   
   
 

 
Ⅲ．主要な事業計画、並びに、その他の出来事も含めた、1 年間の実践報告 

計画にあげなかったことや予想外の出来事についても、主なものは記載した。 
★印は、「6 つの重点目標」と「より具体的な計画」、そして、2016 年６月から引き継いだ「や
まばとリニュアルプラン」と「重点目標に入らない活動計画」に関連した部分を指す。 

１．利用者に関すること 
 （１）サービス提供指針に基づいたケアの実践 ★ 
    第 1 章「支援の基本方針」には、「利用者をかけがえのない存在、大切な人として重んじ

る」とあるが、残念ながら「虐待」と判定された出来事があった。大半の施設においては
指針に基づいたケアがなされているが、十分浸透していなかったことになる。原因として
関係者が挙げたことは、新人の頃からご利用者への関わり方が細かく教えられていない、
ケア会議の内容は日課の引継ぎが大半でご利用者への視点が深まらない、指導力や協力関
係が弱く「不適切なケア」がそのままにされがち等が挙げられた。関係者は勿論、どの施
設においても初心に立ち返り、職場環境を見直し良い芽が育つよう真摯に努力したい 

（２）サービスの質の向上 ★  
いまだに「ちゃん付け」の職員もいるので改善を促したい。／垂穂寮が当年度より第三者
評価受審。／誤嚥による死亡事故1 件発生。予測し難い出来事だったが特に注意を要する。 

（３） 地域におけるご利用者のあり方 
    地域から助けられたり、地域を助けたりした。海岸清掃に努めたレタスクラブは国交 
    省より表彰された。散歩時にゴミ拾いをする施設、⾏事等を通して地域住⺠の協⼒を仰ぐ 

施設、虐待等の家庭問題に対応する施設等々、（入所、通所、訪問介護、相談支援等）それ 
ぞれ違った役割を果たしてきたが、、今後も情報共有し、共生社会形成のため努めたい。 

（４）生活環境・利用環境の向上 
便座の高さをご利用者に合わせて調整する等、各事業所ではいろいろな改善がなされた。 

 ２．職員に関すること 
 （１）良い人間関係の形成 ★ 

「お互いの人格を尊重し、助け合う職場」づくりは、共生社会形成という法人の使命達成
のためにも重要な課題であるが、「指示」や「説明」によってすぐ達成されるものではない 
ので難しい面がある。「笑顔で挨拶」の大切さを強調する施設もあれば、「管理者から感謝
のことば」を実践している施設もある。いずれにしても、「人格の尊重と助け合い」の組織
風土が根づくよう、様々の方法で工夫・推進し、取組みを発表し、学び合っていきたい。 

項 目 法人本部への寄付金 各事業所への寄付金  寄付金合計額 
 金 額 15,056,289 円   2,866,955 円 17,923,244 円 
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 （２）福祉人財マネジメント ★ 
    「福祉人財マネジメント」とは、採用した多様な人達を、公平なルールの下で適材適所に

配置し、「理念に共感し、ご利用者に質の高い支援ができるよう」育て、帰属意識を高め、
共生社会形成に寄与する一人一人になるよう支援することである。以下は、現状の報告。 

     ➀採用： 中⻑期的な視点からの⼀貫した採⽤計画がないので、検討する必要がある。 
    ②配置や異動：「人事異動」のルールが明確でない。通所施設職員や専門職の異動等、当法    
           人の現実を把握し、適切なシステムを構築する必要がある。 
    ③評価：評価制度を初めて実施。昇給のための評価は厳しい結果になったので再検討する。 
    ④報酬：評価は基本給ではなく賞与に反映すべきとの意見もあり、再検討が必要。 

    処遇改善加算の支給は固定費増の一面もあり、専門家の意見も聞き対処したい。 
⑤能力開発：キャリアパス制度の中に取得すべき研修内容を定め、個人の研修管理簿も作 
      成したので、今後はその管理と活用、多様な方法での能力開発が求められる。 

 （３）福祉人材の確保 ★ 
   ➀合同企業説明会や福祉就職フェア、大学就職セミナー等へ参加。「静岡就職ネット」等へ無

料登録、「企業紹介版」や「高校生への仕事ガイド」へ有料広告、ハローワーク等を活用。 
    微小ながら効果はあったが、十分な職員確保には至らなかった。（支援施設や特養ホーム）。 
   ②年度末には、外国人人材確保のため、EPA 申請の準備を始めた。 
 （４）職員研修、並びに、福祉人財の育成 ★  （詳細は、別紙資料 3 – ② を参照のこと） 
   ➀キャリアアップ制度に伴う研修、そして、月１回の誕生月研修を初めて実施した。 
   ②前記以外の法人内研修、法人外研修については、別紙資料の通り多様なプログラムを実施。 
   ③介護職員初任者研修（第３回目）開催。１５名受講し全員修了証を取得。（８月末〜12 月） 
 （５）職員の安全と健康の確保 
   ➀ハラスメント防止のため、メッセージを目立つ所に掲示し、相談窓口を周知させた。 
   ②産業医設置義務のある施設（聖ルカ）では、メンタルヘルス等の対応をした。 

③年に１回、職員とご利用者のための定期健康診断を実施。夜勤者はさらに１回検査。 
④垂穂寮で何らかのウィルスが原因の集団感染が発生（8 月）、野ばらでも（11 月）発生。 
 失敗から学んで予防に努めたためか、冬の感染は、皆無だった。  

（６）労務環境の改善 
   ➀一般事業主行動計画（有休休暇の消化／育児休暇／ノー残業デイ）の具体化を図った。 
   ②処遇改善加算タイプⅠの取得要件を満たし、タイプ１（最高の支給率）を取得した。 
   ③パート職員の時給額を、経験年数に応じた公正な額になるよう算出し直した。 
   ④非正規から正規職員への転換が認められた者5 名、非正規から無期雇用転換した者3 名だった。 
   ⑤シニアワーカーに関する実態把握とルール作りについては、予定どおりにいかなかった。 
 ３．組織マネジメントに関すること   ★ 
 （１）法令遵守の徹底 ★ 
   ➀働き方改革・新年度からの実施に向け、内容を学び就業規則改正など必要な準備を行った。 

②事業所経営に関し、監事監査、指導監査、実地指導等を受け、法令遵守を徹底させた。 
   ③虐待防止委員会、苦情解決委員会、事故防止委員会等を開催し、適切な対応について学ん

だが、参加者が現場に持ち帰って、職員一人一人に浸透するための工夫が必要である。 
   ④防災に関し法人 BCP を作成し中身を確認。月 1 回安否コール訓練により応答率が上昇。 
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   ⑤日常業務に必須のパソコン機器等のリスク管理は、次年度から取り組むことになった。 
 （２）組織統治の確立（秩序ある組織の構築） ★ 

  ➀次の体制を発足。法人と事業所、管理者間の情報共有・役割理解・問題解決等に有益。 
（福祉事業）理事⻑―部⻑−施設⻑―副施設⻑―主任―支援員や介護員等、現場職員 

    （経理・財務） 理事⻑−事務局⻑―事務⻑―主任―事務員            
   ②業務のマニュアル化は事業所によってまちまちの状況。次年度、部会を通して進める予定。★ 
 （３）健全な財務規律の確立 ★ 
   ➀「経営感覚の養成」は 100％の達成ではないが、レベルアップし、努力が続いている。 ★ 
   ②収⽀状況の結果は、Ⅱ−５に簡潔にまとめた通りである。（詳細は、決算報告書を参照） 
 （４）有益なアイデアの提案と受賞者名 ★ 

  ➀研修報告書式（野深かな美）、②口腔ケアセットの衛生的で美しい管理（増田今日子）。 
 （５）新しい福祉ニーズの把握と対応 
        障碍者の高齢化等々、幾つかの話題は出たが、ニーズへの本格的な着手はなされなかった。 
４．施設整備に関すること 
 （１）あさがおの建設計画：６月に国庫補助申請提出、2 月基本設計審査終了、結果を待機中。 
 （２）「真菜」と「さざんか」の建設用地：適切な候補用地が見つからず、次年度へ持越された。 
５．重要な契約に関すること 
 （１）牧之原市、島田市と、それぞれ指定管理契約（2019 年 4 月 1 日から 5 年間） 

コミュニティセンターぶどうの木（牧之原市）、養護老人ホームぎんもくせいが（島田市）が受託。 
 （２）あさがお借地権設定のための覚書（島田市横井・八木清氏）／電気料関連の法人特別割引契 
     約（中部電力）／パソコン保守点検契約（日興通信）／給食業務契約（ウエルビー、静岡給食） 
6．地域・社会に関すること 

(１）地域における公益的な取組 
  ➀ひとり暮らし高齢者ための「わいわい話そう会」を月 1 回開催。8 人前後の参加。／②生 

活介護「さざんか」で入浴サービス提供／③低所得者のための減免措置（聖ルカ、真菜）／ 
④共同生活援助（みぎ、もく・わか）での低所得者への家賃 1 万円アップ据え置き。／⑤こころ 
を病む人たちのための居場所づくり（レタスクラブ）／⑥在宅障碍者と在宅高齢者の問題解
決（相談支援事業、包括支援事業）／⑦養護老人ホームでの自主的なショートステイ事業／
⑧地域の介護力支援のため出張講座／⑨高齢者の居場所づくり（ぶどうの木）／⑩総合事業
に協力（訪問介護、通所施設、包括等）。⑪坂部地区サロン参加者のため、送迎に協力。 

 （２）第3 回オリーブまつり開催 
    オリーブの塩漬けビン販売や、野菜等のフリーマーケットを開催。今後も改善が必要。 
 （３）情報発信 
   ➀牧ノ原やまばと学園を伝える４つ折りの小型パンフレットを作製し、配布。 

② 法人の沿革・理念・出来事を紹介した 30 分ビデオを作製し、教材に活用。 
③ 機関紙やまばとを 毎月 1 回発行 ／ホームぺージの更新にも努めた。 

 （４）⻑年の支援活動や交流 （本部が対応するもののみ記載、その他の活動は施設の報告を参照） 
   ➀「すみっこの石」によるクリスマスコンサート（42 回目／純益寄付／東京・霊南坂教会で）

②恵泉女学園中・高生の訪問と実習体験（2 泊 3 日）（1977 年以来の交流）    
 （以上） 
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2018 年度職員研修について             資料 3‐② 
 
＜経営会議企画の研修＞   

誕生月研修 （全職員対象）  講師：理事長･長澤道子  
➀4/27（19 名）、②5/30（20 名）、③6/29（33 名）、④7/26（23 名）、⑤8/24（25 名）、⑥9/25（26 名）、 

⑦10/26（19 名）、⑧11/16（21 名、）⑨12/14（25 名）、⑩1/25（45 名）、⑪2/27（30 名）⑫3/15（21 名） 

新人職員研修 （対象は新人職員） 
 ➀コミュニケーション 2018 年 7 月 4 日（水）、（講師：施設長・伊藤巧）参加者 18 名 
②社会人マナー他      10 月 4 日（木） （講師：施設長・伊藤巧）参加者 8 名 

 ③研修Ⅱコミュニケーション 10 月 18 日（木）（講師：施設長・伊藤巧）参加者 12 名 
オリエンテーション （対象は新人職員） 

④第 1 回 2018 年 3 月 30 日（金）9 時～16 時／31 日（土）9 時～12 時 10 分 参加者 11 名 
⑤第 2 回 2018 年 9 月 28 日（金）9 時～16 時 40 分 参加者 11 名 

管理者研修  （②については、今回は管理者に限定せず、全員が学んだ。） 
①6 月 1 日（金）人事制度・人事評価の進め方（講師は顧問社労士・小山圭子氏）参加者 44 名 
② 6 月 15 日（金）身体拘束 （講師：顧問弁護士・外岡潤氏）参加者 135 名 
③ 10 月 22 日（月）働き方改革（顧問社会保険労務士・小山圭子氏）坂部区民センター 

部門別研修基礎研修 
 ➀5 月 23 日（水）、障がい者部門「障害者総合支援法について」鬼頭淳施設長、参加者 13 名 
②6 月 11 日（月）、高齢者部門「介護保険制度について」鈴木ひろみ施設長、参加者 5 名 
③7 月 19 日（木）、障がい者部門「障碍特性の理解」高松祐輔施設長、参加者 10 名 
④ 8 月 10 日（金）、高齢者部門部門「高齢者特性の理解」山脇世津子施設長、参加者 10 名 
⑤ 2018 年 9 月 10 日（月）、障がい者部門「てんかん講座」増田今日子施設長、参加者 7 名 
⑥ 10 月 12 日（月）、高齢者部門「正しい介助技法について」吉田陽子施設長、参加者 10 名 

 
＜企業企画の研修＞ 
 10 月 5 日（金）個人情報保護基礎研修（講師：保険代理店 ㈱トップ）参加者 19 名 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

＜研修部企画の研修＞ 
新年度全体研修 2018 年 4 月 7 日（土）～福祉で働く楽しさ～ 
午前（講演）「福祉の道 43 年『この道より我を生かす道なし この道を歩く』」 十字の園理事長 平井章氏 

 午後(一般職員・演習)「落語に学ぶコミュニケーションのツボ」 講師：平井 幸雄 氏 
   （施設長）「施設長の役割について」  講師：平井章氏 
冬季全体研修 2018 年 11 月 8 日（土）「私の行動指針」午前：講義・個人ワーク、午後：演習 

講師 日本女子大学 人間社会学部福祉学科教授 久田則夫 氏 
部門別研修 
（障・高）2019 年 2 月 26 日（火）「わたしって、どんな人？」～利用者主体の支援に向けた 

「自己覚知」研修～    講師 上智大学社会福祉学科准教授 笠原 千絵 氏 

8



2018(平成30)年度事業報告 
障害者支援施設 

垂穂寮 
Ⅰ 活動方針並びに課題 

1 全体方針について 
（1）虐待の再発防止を目的とした、「認めあう」、そして、「支えあう」職場作り 

結果としては、年度末に職員による虐待が発生したことから達成に至らなかった。た

だし、積極的な内外の職員研修参加を通して職員のｽｷﾙは向上し、前年度に比べて「笑顔」

は増し、職場の雰囲気が少しずつ良い方向に向かっているとは感じている。              

 （2）今後の垂穂寮について 
利用者の状況を整理した上で、必要であれば事業所外の福祉サービス等への移行を進

めていくという方針を作成できた。しかし、職員の配置の見直しについては、宿直業務

の外部化を進めることができたことにとどまった。           
 （3）ご利用者一人ひとりを大切にした支援 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ関係で音楽ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 2 名、紙芝居ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと新たにつながることが出来た。ま

た、理学療法については、年度末になって翌年度から月 2 回の実施を決定することが出

来た。                               
 2 虐待の再発防止について 
 （1）虐待発生原因と取組みについて 
   ①情報が伝わらないため統一した対応ができない（2016 年度発生理由） 
     情報掲示板、Q＆A 掲示板、携帯ﾒｰﾙ配信ｼｽﾃﾑの活用、事業所内 PC のﾒｰﾙ配信、ﾒﾓ

帳の活用等を継続して実施した。など 
   ②意思決定が迅速にできず、決定したことが容易に変わってしまう（2016 年度理由） 

組織としての意思決定（指示命令系統）は徐々定着が進んできた。そのため、役割

のひとつとして、一部の購入決裁権を副施設長以下のﾘｰﾀﾞｰに与えた。など 
   ③他責（他人の責任）の発想に包まれていた（2016 年度理由） 
     「利用者のｴﾋﾟｿｰﾄﾞ（良いとこ探し）」、「垂穂寮今年の良い話」を実施した。また、

積極的に外部研修や実習への参加機会を増やし、客観的な視点の獲得に努めためか、

「他責の発想」が以前に比べると減少傾向にある。など 
   ④外部刺激が薄く、私たちが自らの力不足に気づけない（2016 年度理由） 
     外部の第三者委員参加の虐待防止委員会の毎月開催を継続した。外部講師を迎え事

業所内研修の開催し、外部研修や他事業所実習へ積極的参加したが、目標の 100%参

加率には到らず。 
   ⑤不適切な支援や言動に対して注意や声かけができない（2018 年度理由） 
     不適切な支援や状況に対して周りの職員が声かけや注意が出来ないことが聞き取り

調査から判明していることから、改めて仲間を支えることを目的に声かけを積極的に

行うことを進めた。また、「虐待にｸﾞﾚｰｿﾞｰﾝがない」を基本とした対応を行った。  
 
Ⅱ 利用者と職員の状況 

1 利用者 
（1）施設入所支援（2019 年 3 月 31 日現在） 

定員 50 名、現員 48 名 男性 30 名、女性 18 名 利用率 96.1％（前年度比－1.3％） 
平均要支援区分 5.85  平均在所年数 男性 23.1 年 女性 26.0 年 合計 24.2 年 
平均年齢 男性 51.4 歳、女性 54.4 歳 合計 52.5 歳  
最高年齢 男性 79 歳 女性 77 歳  最低年齢 男性 26 歳 女性 24 歳 
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退所者 2 名（10 月 10 日、3 月 26 日に女性が 1 名ずつ退所） 
新規入所 1 名（12 月 1 日に男性が 1 名入所） 

 （2）生活介護（2019 年 3 月 31 日現在） 
    定員 50 名 現員 49 名 男性 31 名、女性 18 名 利用率 93.9％（前年度比－2.4％） 

利用停止 2 名（10 月 10 日、3 月 26 日に女性が 1 名ずつ利用停止） 
新規利用 1 名（12 月 1 日に男性が 1 名開始） 

（3）短期入所（ショートステイ） 
定員 4 名 実人数 5 名 延べ利用者数 77 名 利用率 5.3％（前年度比＋5.3％） 
年度末の 3 月からは、受け入れが進み、月内で 36%を越える利用率となった。 

（4）日中一時支援（日帰りショート） 
定員 4 名（短期入所とあわせて）実人数 10 名 延べ利用者数 505 名  
利用率 34.6％（前年度比－0.3％） 

2 職員 
（1）職員配置の状況（平成 31 年 3 月 31 日現在） 

事務部門 施設長 1 名、副施設長 1 名（兼務）、主任事務員 1 名、事務員 2 名（兼務） 
相談部門 主任ｻｰﾋﾞｽ管理責任者 1 名（兼務）、サービス管理責任者 1 名（副施設長） 
支援部門 主任生活支援員 2 名、副主任生活支援員 3 名、生活支援員 26 名（正規職

員 16 名（内 1 名兼務）、準職 2 名、ﾊﾟｰﾄ 8 名（内 2 名兼務））、業務員 3
名（内 2 名兼務） 

看護部門 看護師 3 名（正規職員 2 名（内 1 名外部兼務）、ﾊﾟｰﾄ 1 名） 
調理部門 栄養士 2 名（正規職員 1 名、嘱託 1 名）、調理員 4 名（正規職員 2 名、ﾊﾟ

ｰﾄ 2 名） 
（2）入退職、人事異動の状況 
   新規採用 5 名（生活支援員正規職員 1 名・ﾊﾟｰﾄ 2 名、業務員ﾊﾟｰﾄ 1 名、調理員ﾊﾟｰﾄ 1

名）、退職者 6 名（生活支援員正規職員 2 名・準 2 名・ﾊﾟｰﾄ 2 名）、転出 4 名（生活支

援員 2 名、栄養士嘱託 1 名、看護師ﾊﾟｰﾄ 1 名）、転入 2 名（生活支援員正規職員 2 名） 
 
Ⅲ サービスとケアの内容 

1 生活介護・施設入所支援 
  年間行事は、ﾎｯﾄﾌﾟﾗﾝ（外出・6～12 月）、七夕、納涼祭、日帰り懇親会、ｸﾘｽﾏｽ会、新

年会、節分を開催する。月間行事として誕生会、出張ｶﾌｪ（隔月）、ｱﾛﾏﾏｯｻｰｼ （゙月 1 回）、

遊びﾘﾃｰｼｮﾝ（月 1～2 回）、新規で音楽ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 2 件（月 1 回ずつ）、紙芝居ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（3
か月に 1 回程度）が始まる。また、利用者個別契約のﾌﾙｰト教室（月 1 回） 

  日課として午前は散歩（雨天ﾄﾞﾗｲﾌﾞ）、午後は入浴を 2 日に 1 回男女交代で実施。 
  市内別箇所（大井町）へのお出掛けﾚｸ実施。 

2 健康管理 
（1）受診実績 
   内科・303名、精神科・281名、耳鼻科・89名、皮膚科・55名、眼科・34名、泌尿器

科・31名、整形外科・30名、歯科・23名、外科・15名、脳神経外科・5名、その他・57
名 合計923名 

    1日平均2.9名 前年度比－127名 遠医から近医への変更を進めた。 
（2）健康状況 

   ①入院延べ人数 肺炎 5 名、顔面ﾍﾙﾍﾟｽ 1 名、脳梗塞 1 名、褥瘡 1 名、統合失調症 2 名 
   ②通院による点滴人数 肺炎 22 名、脱水 2 名、尿路感染症 2 名、嘔吐 1 名 
   ③8 月の風邪症状による集団感染経過等 

10



     8 月 6 日から計 55 名が症状を訴える集団感染（風邪症状者）が発生する。 
（3）往診その他 

廣瀬医師月2回、田代医師月1回、訪問医療ﾏｯｻｰｼﾞ（週2回）、理学療法（2か月に1回）

健康診断（4月、10月）、歯科検診（5月）、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種（12月）を実施 
 
Ⅳ 防災並びに交通安全 
 1 防災 消防計画に基づき、毎月1回の訓練を実施した。11月には島田消防署、町内会立会

いの総合防災訓練を実施した。 
 2 交通安全 公務中の交通違反や事故はない。 
 
Ⅴ 苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応など 
 1 苦 情 1 件（前年度比－2 件） 近隣通勤時の運転ﾏﾅｰ違反 
 2 ﾋﾔﾘﾊｯﾄ 49 件（前年度比－1 件） 利用者による他利用者への傷害行為が最も多い。 
 3 事 故 146 件（前年度比－43 件） 利用者による他利用者への傷害行為が最も多い。 
 4 虐 待 1 件（前年度比＋1 件） 職員による身体的虐待。 
  
Ⅵ 家族や地域 
 1 家族 家族便り「みのり」を毎月発行し情報提供、年 3 回のふれあい（帰宅）期間、年 3

回の家族参加行事開催、職員の保護者会への参加、年 2 回の個別支援計画の説明、

家族・利用者ｱﾝｹｰﾄの実施。利用者と家族の昼食会を新規で開催した。 
 2 地域 町内会の準会員として地域行事へ参加する。同地区小学校の入学・卒業式出席。 
      市内社協の評議員、市民後見研修講師を担う。 

 
Ⅶ 実習生やボランティア 
 1 実習生 延べ12大学、26名、延べ312日の受け入れを行う。 

2 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 調理 2 名、繕い物 2 団体（延べ 22 回）、ｱﾛﾏﾏｯｻｰｼﾞ 1 名（延べ 12 回）、地域老

人会 1 回、紙芝居 2 回、音楽 15 回、保護者会草刈り 2 回、行事手伝い等 
 
Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 
 1 工事 

大ﾎｰﾙ照明改修、門扉入口拡張、会議室等LAN回線設置、出口ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ追加設置、風棟男

子ﾄｲﾚ前洗面所改修、寮内防犯ｶﾒﾗ設置、空女性棟ﾃﾚﾋﾞ交換、その他修繕等を都度実施 
 2 備品等購入  ﾄﾞｸﾀｰﾒﾄﾞﾏｰ、大ﾎｰﾙｿﾌｧｰ、ﾐｭｰｼﾞｶﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞｸｯｼｮﾝ、PC 等 
 3 その他  ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰ清掃年2回、ｴｱｺﾝ吹き出し口清掃（一部）1回、床面ﾜｯｸｽがけ1回 
 
Ⅸ 職員研修 
  内部研修5回、虐待防止等ﾍﾟｰﾊﾟｰﾃｽﾄ2回、外部研修参加総日数212日（前年度比＋105日）

正規職員参加率97%（前年度比＋6％）目標の100％には届かず。 
  外部研修の中には法人内2事業所への実習研修、法人外部7箇所への見学研修含む。 
 
Ⅹ その他  

一社）静岡県社会福祉士会を評価機関として、静岡県福祉ｻｰﾋﾞｽ第三者評価を受審した。 
ｹｱｾﾝﾀｰ野ばら、みぎわとは3事業所連絡会を中心に情報共有を進めた。 
月間業務目標の設定と評価、整理整頓を継続して進めた。 

11



2018(平成30)年度事業報告 
 障害者支援施設 
やまばと希望寮 

 
Ⅰ 活動方針並びに課題 

1 基本方針について 
 法人が掲げる基本理念に沿い、事業計画及び運営規程に沿ってを実施した。 

2 課題 
（1）年間 2 回の虐待防止に関するチェックを実施。困難ケースに関しても複数人で支援す 

る事により負担を軽減。職員の相談に対しては基本同性の上司･先輩職員が対応し業務 
の不安解消に努めている。昨年度は新たに成年後見制度を利用する方はいなかったが保 
護者会等で話しかけを継続している。 

（2）個室に関しては現状の施設内に増設を望むが、ご利用者の身体･精神の変化も激しく状 
況にあった検討が出来ていない。調理場に関しても劣化･老朽箇所の修繕での対応にと 
どまる。 

（3）介護技術の習得に関しては、会議時間等を利用して実施するものの浸透には時間が掛 
かる。引き続き技術習得のための意識･認識を高める必要がある。 

 
Ⅱ 利用者と職員の状況 

1  利用者について 
（1）定員 30 名、現員 29 名（男性 21 名、女性 7 名） 
（2）ショートステイ(宿泊)利用定員 5 名、日中一時支援(日帰り)利用定員 9 名で実施。 
2 職員について 
 職種別：施設長 1 名、サービス管理責任者 1 名、看護師 1 名、管理栄養士 1 名 

 支援員 24 名（内準職 2 名、パート 6 名）、事務員 2 名(内パート 1 名) 
 
Ⅲ サービスとケアの内容 

1 生活介護 
日課の基本としていた散歩や作業の実施回数は減少していたが時間帯、実施距離等に拘ら 
ず運動する機会を増やした。月 1～2 回の小外出、特別外出は今年度も実施。月 1 回の外 
部講師による音楽活動、訪問マッサージの利用を継続。 

2 施設入所 
（1）個別支援計画を基に安心安全な生活を目指す。夜間、転倒不安のあるご利用者に対し

て離床センサーを新たに設置。夜間1人体制をサポートするための環境整備を進めた。 
（2）健康管理 

科 名 精神科 内科 泌尿器 整形 外科 皮膚科 眼科 救急 
件 数 222 45 16 15 14 6 5 5 

  歯科については訪問歯科にて対応。 
   
Ⅳ 防災並びに交通安全 
 1 防災 
 （1）火災及び地震に対する計画に基づき防災訓練を行った。火災に対しては、消防署の指 

導を参考に出来る限り実際に対応出来るような形で実施。地震に対しての準備･検討を

行った。6月に心肺蘇生、AED作動の指導を消防署より受ける。 
 （2）今年度も、地元坂2町内会の防災総合訓練に参加。今後も地域とのより細かな協力体 

制が課題。 
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  2 交通安全 
   事故等起きないよう日頃より心掛けて来た。 

 
Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 
 1 苦情     1 件  ご利用者加入保険についての説明不足 

2 事故報告   58 件 転倒･転落事故が増加した。 
3 ヒヤリハット 75 件 移動中の転倒未遂が増えている。 
 

Ⅵ 家族や地域 
 1 家族 
  家族とは年2回の個別面談、奉仕作業、総会、行事、ふれあい期間の案内等を発送する

ことで、定期的に保護者との連絡･情報交換を行う。 
 2 地域 

   地域に対する役割として、ショートステイ（宿泊利用）及び日中一時支援（日帰り利用） 
    の受入れを例年通り実施して来た。月1回の地区の班長常会に出席。今年度から坂部ふ   

れあいサロンの送迎にも協力をした。 
 

Ⅶ 実習生やボランティア 
 1 実習生の受け入れ  
  障がいを持つ方々と接する経験は、人を理解する上で大変大きな意味を持つと考え、こ 

   れからの社会を担う人を育てるという意味からできる限り積極的に受入をしてきた。 
2 ボランティアの受け入れ 
  行事以外で利用者と関わってくれるボランティアは少ないが、1名定期的に生活支援ボ

ランティアの為に来寮。 
 
Ⅷ 環境整備 
 1 娯楽室前トイレ、障碍者用トイレを高齢･重度化に合わせ改修工事した。 
 2 外部有識者の意見を頂きスヌーズレンルームの環境整備を行う。 
 3 個室増のための取り組みに関しては、ご利用者居室変更等の調整が進まず改修工事には

至っていない。 
  
Ⅸ 職員研修 
  個別支援を必要とするご利用者が増加し支援現場にて職員を多く配置する必要性が増し

たため、外部研修、法人内研修への参加機会を積極的に与えることが出来なかった。施設

内研修に関しては外部講師を招いた研修を２回開催することが出来た。強度行動障害支援

者養成研修については他の研修との兼ね合いにより参加を見送った。 
   
Ⅹ その他 
  人員配置基準を満たしていても、ご利用者の身体･精神の状態、ご家族の高齢化、家族の協

力体制等の変化により支援員の負担が増加してきている。また、個室対応者も増え、個室

に限りがある現状で、円滑な入所調整が出来ていない。 
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2018(平成30)年度事業報告 
 共同生活援助事業（介護サービス包括型） 

わかば・もくれん 
 
Ⅰ 活動方針並びに課題 

1 基本方針について 
 法人が掲げる基本理念に沿い、事業計画及び運営規程に沿ってを実施した。 

2 課題 
（1）「わかば」日中活動先に通所できない利用者に対し、職員が散歩等の日中支援に対応し

ている。情緒が不安定な時には他利用者、女性職員への掴みかかりが問題となり男性

職員の配置に思案する。 
（2）「もくれん」利用者で共に生活する仲間への関わりにより、共同生活に支障をきたし精

神･身体の健康にも影響が見られている。また、利用者の高齢化が進み、医療行為が増

している。共同生活援助事業を生活の場として継続していくか、関係者･関係機関と検

討･判断する必要性がある。 
 
Ⅱ 利用者と職員の状況 

1  利用者について 
（わかば）定員 10 名、現員 10 名（男性 10 名） 
（もくれん）定員 10 名、現員 10 名（男性 6 名、女性 4 名） 
2 職員について 
施設長(生活支援員兼務)1 名、サービス管理責任者(生活支援員兼務)1 名、 
生活支援員 8 名、世話人 11 名、夜間専門員 5 名、事務員 1 名 
★11 月よりサービス管理責任者の変更があった。 
★男性利用者 慢性肺血栓塞栓症で入院。退院後訪問介護を利用することとなった。 

 
Ⅲ サービスとケアの内容 

1 自由で伸び伸びした生活空間を創り家庭的な生活を楽しんで頂く。 
（1）情緒が不安定になり利用者に影響が強くなると予測出来る時を除いては、施錠による 

管理はしなかった。情緒不安による屋外への飛び出し行為もあるので、危険防止･安全 
対策のため玄関は施錠させていただいた。 

 （2）生活上問題が生じた場合、表面に表れた状況のみで判断せず問題の原因を模索するこ 
とも含め、当事者が納得できる出来る形で解決を図るよう時間を掛けて取り組んだ。 
本人の拘りや･理解度等により苦慮することが多く、ケース会議を定期的に開催し関係 
機関の助言も頂いている。 

 （3）障害特性も考慮しつつ自立した生活を目指し出来ることの可能性を広げた。ひとりひ 
とり共同生活している上での役割分担を考え、お互いの生活を豊かに出来るよう取り 
組んだ。 

2 土曜日･日曜日等の過ごし方 
（1）買い物や調理のお手伝い等、生活を実感出来る体験を取り入れ休日の楽しさを感じて 

頂く支援を実行した。 
（2）外出する機会を計画･実施し、バス･電車などの公共交通機関を利用して移動すること 

で、地域で生活していることを体験し実感に繋げた。 
（3）自分達の生活する空間を清潔に保つことが、快適な生活環境に結びつくこと体感し理 

解して頂けるよう繰り返し声掛け・支援を行った。 
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3 健康管理 
定期的な時間に散歩等の日課を組み、規則正しい生活習慣を整えることで体調管理に努め 
た。また、外出後の手洗い、うがい、食後の口腔ケアの徹底することで、感染症の蔓延も 
防ぐことが出来、建康が守られた。医療にも関わることが増えてきたため会議等の時間を 
利用し、通院記録の周知にも努めた。歯科については訪問歯科で対応している。 

   
Ⅳ 防災並びに交通安全 
 1 防災 
 （1）防災についての意識づくりをし、施設内研修に参加した。 
 （2）避難訓練についてはバックアップ施設と協力しながらの実行を目標としたが、単独で 

の訓練実施に留まった。 
 （3）緊急時の支援についてわかばは希望寮、もくれんはグレイスの支援を得る。10月の台 

風24号接近の際、わかば建物裏からの土砂災害等の危険を感じ、夜間に希望寮のホー 
ルに避難した。 

 2 交通安全 
  ご利用者の通院･送迎の際だけでなく、車両運行する際には常に事故を起こさないよう心 

掛けて来た。 
 
Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 
  法人内で起きた事故に関しても自身の事業所のこととして受け止め、全体会議で話し合う 

機会を持ち、互いに注意し合えるよう周知に努めた。また、虐待対応等については毎月の 
会議の中で、サービス提供指針、虐待防止マニュアルを輪読し、意識を深めた。 
 

Ⅵ 家族や地域 
 1 家族 定期的な帰宅を継続し、その都度話し合う機会を持った。 
 2 地域 ふれあい広場などに参加した。 
  

Ⅶ 実習生やボランティア 
 1 実習生 なし 

2 ボランティア 2名。地域住民に福祉施設を知ってもらえるよう努めた。 
 
Ⅷ 環境整備 
   建物内の清掃に注力した。心地よく生活が送れるよう、清潔を保ってきた。 
   脱衣場床が入浴時に起こる水の流出等により腐食。修繕計画･実施に至っていない。 
 
Ⅸ 職員研修 
  非常勤のパート職員が大半を占めることもあり、自閉症･行動障害等の障害特性、てんか

ん講座等の専門性を高める研修が実施できなかった。次年度は研修の情報を積極的に入手

し、専門性を高めていく為の学ぶ時間を大切にしていきたい。 
   
Ⅹ その他 
  わかば・もくれんのご利用者の区分平均がわかば「5.5」もくれんが「5.3」となり必要支

援員数等の基準もあがり人材確保が困難になっている。 
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2018(平成30)年度事業報告 
共同生活援助（介護サービス包括型） 

みぎわ 
 
Ⅰ 活動方針並びに課題 

1 基本方針について 
 牧ノ原やまばと学園の掲げる理念や事業計画、運営規程に沿って事業を実施しました。 
 

2 課題 
(1)ご利用者が安心して生活できるよう充分に配慮した。10 月、1 名のご利用者がご逝去さ

れた。また、3 月には、1 名のご利用者が余暇時間に右大腿部頚部を骨折してしまった。

3 週間の入院と手術を行った。 
(2)10 月、あおば棟ご利用者 2 名がトラブルとなる。1 名は左胸部打撲、1 名は左足小指を

亀裂骨折する怪我を負う。入浴の順番を巡ってのトラブルであった。次年度、あおば

ご利用者自治会を毎月行い、ご利用者さん全員が気持ちよく生活できる環境を、ご利

用者さん達で考えて決めていけるよう配慮していきたい。 
(3)地域とのつながりを閉ざさないよう、地域の夏祭りや秋祭り、運動会に数名のご利用者

が参加した。今後も継続し、また川ざらい等の清掃活動にも参加していきたい。 
   
Ⅱ 利用者と職員の状況 

1 利用者について 
定員 15 名、現員 15 名（男性 12 名、女性 3 名） 
10 月、ご利用者 1 名退所された。2 月、新たなご利用者が入所される。 

2 職員について 
 職種別：施設長 1 名(生活支援員兼務)、サービス管理責任者 1 名(生活支援員兼務)、 

事務員 1 名(生活支援員兼務）、生活支援員 3 名(常勤兼務 3 名)、 
世話人 10 名(常勤専従 1 名、非常勤専従 7 名、非常勤兼務 2 名)、  
年度内の異動・退職はなかった。 

 
Ⅲ サービスとケアの内容 

1 ご利用者の会社や日中活動先に、スムーズに通所、出勤できるよう支援を行った。一般

企業に2名の方が自転車を利用し出勤、就労継続支援A型事業所に1名の方が徒歩で出勤し

ている。就労継続支援B型事業所に1名の方が公用車で送迎、1名の方が日中活動先の送迎

を利用、5名の方はバスを利用し通所している。生活介護事業所には、5名の方が職員の

付き添いの下、徒歩で通所している。 
2 生活習慣が身についていないご利用者には、根気よく声掛けし支援を行った。自閉症の

方には、ご本人に理解していただくための方法や手段を模索し支援したが、統一した支援

の難しさを感じている。 
3 通院は、ご家族の協力を得られたケースもあったが、定期的な受診や緊急性の高い受診

等、職員によるものが多かった。 
4 毎月の体重測定を実施するとともに、看護師や管理栄養士の指導のもと、食事管理、健

康管理等に配慮した。 
5 誕生者のいる月には、ケーキ等で誕生をお祝いした。 
6 休日は、個別の外出や帰宅される方以外は、散歩、ドライブ等を行った。 
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7 週末には、外部の事業所を利用し外出される方がいる。ご利用者の楽しみのひとつとな

っている。 
8 あおば棟ご利用者を対象とした自治会は、年に3回しか実施していない。次年度は、毎月

行えるよう、計画を見える形でご利用者や職員に提示する。 
9 虐待と認定される出来事はなかった。ご利用者の突発的な体調不良や怪我の対応につい

てご家族からの要望も強い。マニュアルの整備に力を入れていきたい。 
 
Ⅳ 防災並びに交通安全 
 1 毎月1回、夜間の火災や災害時に重点を置いた防災訓練を実施した。 

夜間帯（21：00～6：00）は、ご利用者15名に対し、職員1人で支援にあたっている。警

備防犯体制を強化するため、（株）セコムと警備契約（火災通報・非常通報）を結んでいる。 
2 余暇活動や通院、日中活動先への送迎等で、ご利用者が公用車に同乗するため、職員は

交通マナーを遵守し、安全に十分注意し運転を行った。 
 3 自転車を使用するご利用者には、交通マナーを教えるとともに、安全運転を意識してい

ただいた。 
  
Ⅴ 苦情とその対応、並びにリスクマネジメント 

1 苦情・要望については、チーム全体として問題解決にあたるべきことを周知し、誠実に

対応した。次年度より、毎月みぎわだよりを発行しご家族に事業所の様子をお伝えする。 
 2 ヒヤリハット・事故報告については、14 件（ヒヤリ 1 件、事故 13 件）あった。ヒヤリ

ハットが少なく、似たような事故が起こってしまっている。 
3 ヒヤリハット報告について、職員間の情報共有事項にはなっているが、記録として残ら

ない現状にある。簡潔に記録できるものに書式を変更し、定着したい。 
 
Ⅵ 家族や地域 
 1 家族との話し合いの機会は、その都度個別に持った。「ご家族の集い」は、5月に行った。 
 2 ご家族とのふれあいの行事は実施できなかった。次年度は行いたい。 
 3 大津地区の夏祭りや秋祭り、運動会に参加した。 

 
Ⅶ 実習生やボランティア 
 1 法人内事業所より、3名の方が実習に来られた。 
 
Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 
 1 ワークセンターあさがおに委託し、みぎわ棟建物内の共有スペースの掃除を週3回行った。

その分職員は、利用者の衣類整理や、居室美化に努めた。次年度も引き続き実施したい。 
 2 ご家族のご厚意で、花壇の手入れや草取りを行って頂いた。 
  
Ⅸ 職員研修 

1 支援の質の向上の為、法人内外の研修に参加したが、成果として報告できる段階にはな

い。次年度は、全職員の研修参加を実施していく。 
   

Ⅹ その他 
 1 わかばとの世話人交流会が実施できなかった。引き続き計画を立て実施していきたい。 
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2018（平成 30）年度事業報告 
                                  生活介護事業所 

ケアセンターさざんか 
Ⅰ 活動方針並びに新年度の課題 

1 基本方針について  
私たちは、牧ノ原やまばと学園事業計画に沿って事業を実施した。 

2 課題 
（1） 利用者の希望を、できる限り反映できるように工夫しながら支援にあたることがで

きた。 
 （2） 利用者が安全・安心に過ごせるように環境を整え支援できた。また、ヒヤリハット

報告を見直し、再発防止にあたった。今年度も、ヒヤリハット報告の件数が多かった。 
（3） 2021 年度着工見込み建設について、建設予定地は検討中である。 
（4） 福祉用具の導入はしなかったが、様々な介助場面で職員同士助け合いながら進めた。

今後も、福祉用具導入をして負担軽減策を話し合っていく。 
 
Ⅱ 利用者と職員の状況について 

1 利用者について 
    定員 20 名、利用登録者予定数 21 名。（医療行為が必要な利用者 2 名） 
       Ｈ30 年 10 月入所の為、退所 1 名 Ｈ31 年 1 月に、1 名昇天  
    Ｈ30 年 4 月当初利用登録者 23 名 
 2 職員について 
    Ｈ30 年 10 月職員数は 13 名。施設長 1 名（サービス管理責任者兼務）、 

看護師 1 名（パート職員 1 名）生活支援員 11 名（正規職員 3 名、準職員１名、パー

ト職員 8 名）、事務員 2 名（正規職員兼務） 
Ｈ30 年 12 月職員数は 14 名。施設長 1 名（サービス管理責任者兼務）、 
看護師 2 名（パート職員 1 名）生活支援員 11 名（正規職員 3 名、準職員１名、パー

ト職員 8 名）、事務員 2 名（正規職員兼務）  
Ｈ30 年 12 月～Ｈ31 年 3 月、引き継ぎを兼ねて看護師 2 名体制  

 
Ⅲ サービス、ケアの実施内容について 

 サービス実施状況 
  送迎サービス：希望者 20 名毎日実施  

他事業者への送迎については、希望あった時随時実施 
   入浴サービス：希望者 9 名(男性 5 名・女性 4 名)48 名延べ人数 432 人実施 
   行事として、運動会・納涼祭・クリスマス会・ハロウィン・清水堂初詣・鮪解体ショー・

食事会を行った。 
   鮪解体ショーでは、やまばと希望寮利用者・職員を招待し交流ができた。 
   外出については、利用者のアンケートを基に、水族館・ＳＬ外出・カラオケ・苺狩り・

バイキング・エアパークへ小グループ外出した。 
   クラブ活動(4 クラブ)は、年 4 回行った。 
 
 
 
 
Ⅳ  防災及び交通安全について  
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 1 全員参加の防災訓練 2 回、通信訓練毎月 1 回実施した。 
   防災訓練は、利用者の安全面を配慮しながら実施することができた。 
 2 公用車で出かける時は、交通規則を遵守し安全運転に心掛けた。 
 
Ⅴ 苦情とその対応、並びに、虐待と思われる事案に対する対応など 
   ヒヤリハット・事故報告については、55 件（ヒヤリ 33 件・事故 22 件）あった。 
   ヒヤリハット・事故報告は、全職員に判りやすい場所に周知し再発防止努めた。 
 
Ⅵ  家族や地域  

1 家族との関係 
  年 4 回の保護者会を開くことができた。 

 2 地域との交流 
    牧之原市内の福祉交流会に参加した。12 月雙葉学園のクリスマス訪問で生徒と利用者

の交流あった。 
 
Ⅶ 実習生、ボランティア等 

1 実習生の受け入れ 
   職業体験実習で、榛原中学生 3 名延べ 3 日。清流館高校実習 6 名延べ 4 日 

 2 ボランティアの受け入れ  
お話ボランティア(隔月)・音楽教室(毎月)・笑いヨガ(隔月)・第一興商レク（毎月）を

受け入れ、利用者と交流した。 
   日赤奉仕団の受け入れは、やまばと希望寮と協力して環境整備をしていただいた。 

 
Ⅷ 環境整備 

      天井の数ヶ所に、雨漏りがあったため修繕した。 
   
Ⅸ 職員研修 

法人内の内部研修を始め、知的障害者福祉協会等の外部研修に 8 件参加できた。 
現場の状況・研修日程が合わず、研修に参加させる機会が少なかった。 
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2018(平成 30)年度事業報告 
 生活介護事業所 

ケアセンター野ばら 
Ⅰ 活動方針並びに課題 
 1 ご利用者の高齢化、重度化に関連して、保護者、医療機関等連携すること 
   主としてサービス管理責任者を窓口として、家族、医療機関、行政等に対して、こちら

から連絡を入れるなどして、積極的に連携することができた。また、取得した身体情報等

をもとに利用者様の健康管理に気を配ることができた。ただし、すべての家族等と満遍な

く連携できたかについては課題があると考えている。（達成率 80％） 
 2 在宅支援（短期入所、日中一時）への要望に関連して、関係機関等と連携すること 
   短期入所、日中一時の要望については、サービス担当者会議への出席を通して、家族の

代弁や必要な情報共有を図ることができた。また、計画相談事業所との連携の中で要望を

伝えることができた。ただし、利用先の事業所との連携については、必要な情報取得につ

いて課題が残ると考えている。（達成率 70％） 
 3 ご利用者が相互利用している近隣事業所との情報を共有し、連携を強化すること 
   同エリア内の 3 事業所間で「3 施設連絡会」を月末に計 6 回実施することができた。 
   その他の近隣事業所については、ケース会議、電話連絡等を通して、必要な情報の共有

を図ることができた。（達成率 70％） 
 
Ⅱ 利用者と職員の状況 

1 利用者について（2018 年 3 月 31 日現在） 
（1）生活介護 

定員 20 名、現員 20 名（男性 11 名、女性 9 名）、6 月 6 日付けで 1 名、3 月末付けで

1 名の契約終了者あり。開所日数 253 日、延利用者数 4,778 名（前年度比－360 名）、利

用率 94.4％（前年度比－7％）平均利用者数 18.9 名（前年度比－1.4 名） 
 （2）ライフサポート事業 
    実用者数 7 名、延利用者数 34 名（前年度比－7 名）、総利用時間数 81 時間（前年度

比（＋2.5 時間） 
2 職員について 
（1）職員配置の状況（2018 年 3 月 31 日現在） 
   施設長 1 名、主任サービス管理責任者 1 名、看護師 1 名（他事業所兼務）、生活支援

員 11 名（内訳：正職 2 名、準職 1 名、ﾊﾟｰﾄ 8 名）、調理員 1 名、運転士 1 名（ﾊﾟｰﾄ）、

事務員 1 名（他事業所兼務）：計 17 名 
（2）入退職、人事異動の状況   

転入 1 名（施設長（兼務））、退職者 1 名（運転手・ﾊﾟｰﾄ） 
 
Ⅲ サービスとケアの内容 

1 健康管理について 
   保護者との間で連絡ノートや登・降所時の引き継ぎ等で情報のやり取りを密に行うこと

ができた。体重測定は毎月実施した。希望者については、4月、10月の健康診断、5月の歯

科検診、10月にはインフルエンザ予防接種を行った。 
2 個別支援、活動支援について 
（1）個別支援計画について 

面談によるアセスメント、ケース検討会を経て、年 2 回モニタリングを実施し、再プ

ラン、家族等へ説明した。 
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 （2）家族支援について 
ライフサポート事業や垂穂寮日中一時支援との連携を中心として、延長支援を行った。 

 （3）日課、余暇活動等について 
     散歩（長距離、中距離、マンツーマン）、作業（園芸、アルミ缶つぶし、屋内手作業）、

リハビリ等の日課に加え、年間行事として、出張カフェ、七夕会、夏の会、動物ふれあ

い、日帰りバス旅行、クリスマス会、節分の会を実施した。 
 （4）外部講師による活動について 
    毎月の活動として、レクダンス、絵画教室、リフレクソロジー、理学療法、隔月活動

として、折り紙教室を実施した。 
 
Ⅳ 防災並びに交通安全 
 1 防災について    

毎月 1 回の火災、地震に対する避難誘導訓練を実施し、災害が起きた場合に迅速な対応

ができるように備えた。 
 2 交通安全について 

交通安全公用車による事故、交通違反はなかったが、運転に関する苦情があった。 
3事業所の安全運転管理者を選任し、交通安全協会の必要な対応を行うことができた。 

 
Ⅴ 苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応など 
 1 苦情 1 件（前年度比＋1 件） 

2 ヒヤリハット 22 件（前年度比－7 件） 
3 事故 24 件（前年度比－27 件）  転倒事故がもっとも多かった。 

  ＊野ばらだよりへの掲載については未実施であった。 
 
Ⅵ 家族や地域 

1 家族について 
   年2回の支援計画説明のための個別面談、送迎時の情報交換、毎月開催の保護者会への

参加、年2回の行事（夏の会、クリスマス会）への招待、バス旅行、毎月発行の家族便り

により交流や情報提供等を行うことができた。 
 2 地域について 
   島田市障害者自立支援協議会のくらし部会（計6回）に出席した。 

利用者に関する他事業所出席のケア会議（計13回）に出席した。 
 
Ⅶ 実習生やボランティア 
 1 実習生 体験等実習 実人数5名、延人数5名、利用者実習 実人数3名、延人数11名 

2 ボランティア 計3名と1団体、延日数56日、配膳、繕い物、ゴミ袋作りなど 
 
Ⅷ 環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 
   LED照明交換工事、事務所ﾌｶﾞﾗｽﾌｨﾙﾑ貼工事、作業棟前庇取付工事、倉庫前コンクリー

ト舗装、外倉庫交換、天窓遮光ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ設置工事、PC入れ替え、職員室ﾃﾚﾋﾞ設置 等 
  
Ⅸ 職員研修 内部研修1回、外部研修参加日数延54日（前年度比＋20日） 
 
Ⅹ その他 毎月の業務目標を設定し、業務改善に努めることができた。 
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2018(平成30)年度事業報告 
 生活介護事業所 

ケアセンターかたくりの花 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 

1 基本方針について 

法人が掲げる基本理念や運営規定に沿って事業を実施した。 

2 課題 

(1) 支援計画での自立・健康・生活を柱として支援提供した。今年度は意思決定支援に

力を入れ、ご利用者一人ひとりの思いをくみ取る為に利用者会議を 113 回実施した。 

(2) 業務の洗い出しを行い、年間の全体支援計画や職員の業務分掌を見直し作成した。 

年度途中に職員変動があり、ご利用者の支援マニュアルをより細かく説明や指示を

出すことが難しく、支援の継承と統一化は充分では無かった。 

 

Ⅱ 利用者と職員の状況 

1 利用者について 

（1）定員 20 名 契約 23 名。8 月 1 名、10 月 1 名ご逝去され、3 月 31 日付けで 1 名他

事業所へ移行された。4 月から 10 月まで長期入院と自宅静養後、11 月中旬から 1 名

利用開始となる。今年のインフルエンザ感染者は GH 利用者 1 名のみ。 

（2）新規利用者受け入れ 1 名 

年 間 開所日数 総利用者数 1 日平均利用者数 

254 日  4,413 名 平均 17．3 名 

2 職員について 

前年度から職員体制は整わないが、職員 12 名でスタートした。今年度 3 名退職し 2 名

採用となり人手不足は続いている。また、運転業務の職員も 1 月末で退職となり、支援

員が送迎業務を兼務した。 

 

Ⅲ サービスとケアの内容 

1 サービスについて 

（1）利用日、営業時間について 

      ご家族の用事に合わせてかたくり独自の延長サービスを 14 回受け入れ実施した。 

（2）送迎について 

     利用者の安全・利便性を確保するため、曜日により 2～3 台の車で実施し、可能な

限り希望時間等に添えるように実施した。 

2 ケアについて 

(1）生活介護の目的を踏まえた個別支援計画になっているか、各ケース会議や年 2 回の

モニタリング時に見直しを行った。 

(2）インフルエンザ予防接種実施。日頃から連絡ノート活用し、体調の異変等伝えた。 

(3）支援の 3 本柱である音楽活動、動作法、スヌーズレンを実施し、リフレや季節の行

事も予定通り実施。意思決定支援を目的とした利用者会議を年間 113 回開き、自分

の思いを他者に伝え、支援者は気持ちを引き出し・くみ取る支援を実施した。 

年 2 回の個別プログラムは、春に浜松うなぎパイファクトリー工場見学・秋はアク

ティ森にて草木染めや焼き物体験を実施した。 

 

 

22



Ⅳ 防災並びに交通安全 

 1 防災 

生活必要水確保の為 20ℓ 遮光ポリタンク 5 個購入し貯水実施。月単位で水の交換実施。 

5 月と 11 月に施設防災の日は避難・通報・簡易担架・水消火器で訓練を行なった。 

かたくりの花独自で安否コール 2 回実施。返信率共に 100％。 

2 交通安全 

   法人で開催する交通安全講習会に参加。7 月に送迎中脱輪事故あり。ご利用者 3 名乗車

していたが怪我無し。道幅が狭い為送迎ルートを再検討し安全確保を行った。 

 

Ⅴ 苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応など 

 1 苦情は無く要望に関しては誠実かつ速やかに対応した。 

2 リスクマネジメントは日常的なヒヤリハットをケース記録から集計し、情報共有した。 

3 虐待防止委員会を全体会議や施設内研修時にて実施し、話し合いや学びを行った。 

  

Ⅵ 家族や地域 

1 家族との交流について 

   連絡ノート及び施設だよりにより、利用者の様子について情報を共有化するよう努めた。

保護者会は毎月では無く 2 ヶ月毎に行うよう希望があり、変更し偶数月に実施した。 

2 地域との交流について 

   クリスマス会の参加を地域に呼び掛け、今年は組長さんが参加。かたくりの花を知って

頂く良い機会となった。 

 

Ⅶ 実習生やボランティア 

  実習生の受け入れ 

   吉田・藤枝支援学校・・各3回受け入れ実施。 

 ボランティアの受け入れ 

  アルム珈琲店（コーヒー提供2回）岩本造園（庭の手入れ4回）そば打ち体験 キングラ

ン縁・ジョイバンドライブ 保護者1名（畑苗植え等8回）元職員ボランティア 

 

Ⅷ 職場環境 

1 職場環境は法人内の他事業所を参考に業務の見直しを行い、時間外の仕事が減少した。 

2 法人内・外部の研修に参加した職員が講師になり、全体会議後の 30 分間研修を実施した。 

3 施設内証明を LED に交換工事実施。照明の調節が出来、電気代も削減出来た。 

4 各ケース会議や朝礼・終礼にて誰もが発言できる時間を設けている。 

 

Ⅸ 職員研修 

 法人外研修 20 回、法人内研修 17 回、現場が許す範囲で積極的に参加した。 

 

Ⅹ その他 

1 散歩や活動・食事やトイレ介助等の場面ごとに必要な支援を提供。 

2 カラオケ曲やクッキング材料・土曜日昼食メニュー等色々な場面で利用者会議を実施。 

3 登所後に動作法を交えたマッサージを実施。月1回のリフレクソロジーも実施している。 

4 食堂床剝離個所修踐実施。段差が無くなり歩きやすくなった。 

5 PC 故障代替え機使用継続。次年度リース契約予定。 
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2018（平成 30）年度事業報告書 
 就労継続支援Ａ型事業所 

ワークセンター カサブランカ 
 
Ⅰ 活動方針並びに課題 

1 活動方針 
法人が掲げる基本理念及び事業計画に沿って事業を実施した。 

2 課題 
（1）個別支援計画に基づき、ご利用者の状況把握、課題整理、目標設定をし、年 2 回の

モニタリングで評価、見直しを行った。また、各支援機関と連携を取りながら、それ

ぞれのご利用者に寄り添ったサービスを提供した。 
  （2）精神障がいの方の利用が増加しているため、医療を始め専門知識を有する関係機関

等と連携を取りながら、必要に応じてケア会議の開催や通院同行を行うなど、ご利用

者の精神の安定に努めたが、一般就労への移行は達成できなかった。 
（3）委託事業である「資源類中間処理業務」を安全かつ確実に遂行するため、委託者で

ある島田市環境課と連携しながら、事業を実施した。 
 

Ⅱ  ご利用者と職員の状況 
1 ご利用者   

定員 15 人 登録者 15 人 （男性 14 人 女性 1 人） 
  開所日数 247 日  延べ利用者数 3,282 人（1 日平均 13.3 人） 
  ・新規利用者 5 人（精神 3 人、知的 1 人、身体 1 人） 
  ・契約終了者 5 人（一般就労へ移行（知的、身体）2 人、就労移行事業所へ移行（知

的）1 人）、自宅生活（精神）1 人、他事業へ移行（精神）1 人） 
2 職 員  事業所管理者（嘱託・兼任）1 人、サービス管理責任者（正職・専任）1 人 

職業指導員（嘱託・専任）2 人、生活支援員、事務員（準職員・兼任）1 人 
     年度中に、常勤の職業指導員 1 人が退職し、非常勤職業指導員１人を採用した。 
 

Ⅲ  サービスとケアの内容 
1 就労継続支援Ａ型事業について 
（1） 就労継続支援 A 型事業所として運営を行い、知的・精神的・身体的障がいのある人に 

対し、雇用契約（実働 4 時間）に基づき就労の機会を提供した。 
夏季や年末年始等の長期休暇前後の繁忙期には時間延長を行い、順調に事業を実施し

た。 
（2）今年度も島田市から「資源類中間処理業務」の委託を受け事業を実施し、大きなトラ 

ブルもなく順調に事業を遂行することができた。 
容器リサイクル法に基づくペットボトルの品質検査においても、例年同様、A ランク

の評価をいただくことができた 
(3) 一般就労に必要な知識や能力が向上したと認めれたご利用者については、一般就労移

行の支援を行い、2 人のご利用者がそれぞれ希望する企業へ移行することができた。 
移行後も定期的に企業訪問を実施し、就労定着のための支援を継続して行っている。 

 2 健康管理について 
例年どおり、年 1 回の健康診断及び歯科医師または歯科衛生士による歯磨き指導を実施

し、健康状態の把握に努め、受診を要する場合は受診を促した。 
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3 教養娯楽について 
  業務に支障のない範囲で季節の行事や一泊旅行等を実施した。 

 
Ⅳ  防災並びに交通安全 

1 防災 
「地震・風水害対応マニュアル」「災害時事業継続計画」「消防防災計画」に基づき対応

し、毎月の防災訓練の実施、９月には備蓄品の点検を実施した。 
 2 交通安全 

日頃から交通事故防止の声掛けを行い、交通安全に努めた。 
今年度は、毎年実施している交通安全講習を実施することができなかった。 

 
Ⅴ  苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応など 

1 苦情 
苦情 1 件、事故 1 件、ヒヤリハット 8 件 
同一敷地内にある環境課から利用者の喫煙に関する苦情が 1 件あったが、「苦情解決マ

ニュアル」に沿って対応した。 
2 虐待 

虐待と思われる事象はなかった。職員会議等で虐待防止マニュアルを確認、8 月と 3 月

に虐待防止職員セルフチェックを実施し、職員の意識を高め虐待防止に努めた。 
  

Ⅵ  家族や地域 
1 「カサブランカ便り」を毎月発行し、ご家庭へ情報提供するとともに、半年毎のモニタ 

リング時にはそれぞれのご利用者の家庭や生活の様子について情報を共有した。 
2 地域の方々との直接的な関わりは少ないが、積極的なあいさつを心掛けたり、近隣の通

勤道路の清掃奉仕を行った。 
また、当事業は島田市からの委託事業であるため、委託者である島田市環境課との連携を

密にし、事業の円滑な遂行を推進した。 
 

Ⅶ  実習生やボランティア 
  利用希望の実習生 5 人(精神 1 人、知的 3 人、身体 1)うち 3 人の方が利用開始された。 

藤枝特別支援学校から実習生 1 人の受け入れを行った。ボランティアの受け入れはなかっ

た。 
 

Ⅷ  環境整備 
  作業環境の整備については、夏季の熱中症予防対策として、作業棟南及び東の壁面に遮熱

塗料の塗装工事を実施した。 
  作業棟及び事務棟蛍光灯の LED 照明取替工事を実施し、電気料金等の経費削減を図った。 
 
Ⅸ  職員研修 
  法人が実施する研修や精神障害に関する専門研修、就労支援及び定着支援研修、経理事務

研修等に参加し、その内容については、職員会議等において職員全員で共有した。 
  職業指導員 1 人がショベルローダー資格取得講習会に参加し、資格を取得した。 
 
Ⅹ その他 
  「就労継続支援 A 型事業所における適正な運営に向けた指定基準の見直し」に基づき、静

岡県に経営改善計画書を提出した。 
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2018（平成 30）年度事業報告 
                            就労継続支援Ｂ型事業所 

ワークセンターコスモス 
 

Ⅰ 活動方針並びに課題 
1 活動方針 
  法人が掲げる理念や事業計画、運営規定に沿って実施した。 
 
2 課題 

(1)中長期的なコスモス建設計画の作成 
   ・現在のコスモスの建物は島田市から借用している。昭和５９年建設で、建物の耐震

性はあるものの、経年劣化により、今後建て替える必要がある。昨年度作成した、

施設単位での長期的な建設計画と建築費用積立金計画に基づき、コスモス職員会議

でどのような建物が良いか、話し合いを行った。又、就労部門内で、話し合いを行

った。島田市が耐震診断を行い、結果 4 段階のＢ評価であったが、外壁タイル剥が

れの可能性がある事が分かった。今後については経営会議・理事会で検討する為に

外壁改修費用と施設解体費用の見積りを取り、法人へ報告を行った。 
(2)職員の支援スキルアップ 

   ・4 月インカムを導入し、以前よりスピーディーな情報共有を行う事が出来た。イン

カムで職員全員へ同時な情報が入る為、情報伝達のミスからのチームワーク力の減

退を防ぐ事が出来、今まで以上のチームワーク力を身に付けた。 
    今後高齢化するご利用者への支援を検討する為、法人内の生活介護事業所へ職員全

員が実習へ行き、その後会議にて実習で得た支援内容を共有する事が出来た。 
    又、「ご利用者支援のあり方」について話し合いを行い、コスモスの基本理念「つな

ぐ」という考えを職員全員で作り上げた。 
 

Ⅱ ご利用者と職員の状況 
1 ご利用者について 

定員 20 名、現在 22 名の契約利用者（男 13 名、女 9 名） 
開所日数 251 日（月平均 20.9 日）、延べ利用者人数 4919 人（1 日平均 19.5 人） 
年間利用率（97.9％） 

2 職員について 
    管理者兼目標工賃達成指導員（正職）1 名 サービス管理責任者（正職）1 名 
    生活支援員（正職）1 名、（パート）3 名  職業指導員（パート）3 名         

事務員兼目標工賃達成指導員（パート）1 名          （計 10 名） 
    
Ⅲ サービスとケアの内容 

1 生産活動 
利用者の障害特性に合った対応を心掛け、意思及び人格を尊重したサービスの提供に

努めた。  
2 健康管理 

毎月の体重及び血圧測定、希望者による年 2 回の健康診断の実施を実施した。 
3 各種行事 

4 月:勤続表彰式 5 月:民児協交流会（料理訓練） 6 月:ブラッシング指導  
8 月:サマーリース作り体験 11 月:文化旅行・民児協交流会 12 月:島田高校交流会 
3 月:交通安全教室  
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4 就労支援  希望者がいなかった為、行わなかった。 
 

Ⅳ 防災並びに交通安全 
1 消防計画に基づき、毎月火災と地震の避難訓練を交互に実施した。また、4月、12月 

に総合防災訓練を行った。 
2 法人合同防災会議の決定事項に従い、安否コールシステム訓練を行った。又、発電機 

と投光機、備蓄品を購入した。 
3 法人主催の交通安全教室には参加出来なかったが、運行管理を行い、無事故だった。 

 
Ⅴ 苦情とその対応、並び、虐待と思われる事案に対する対応など 

1 苦情 0 件。法人主催の苦情解決委員会へ出席し、苦情について学んだ。 
2 事故0件、ヒヤリ5件。ヒヤリについては、職員全員が危機意識を持ち、業務にあたる

事を再確認した。 
3 虐待防止・対応マニュアルに従い、職員セルフチェックを 8 月に行った。毎月虐待防

止委員会を実施。2/7 ご利用者の右内腿にアザを発見。島田市福祉課へ虐待通報した。 
     
Ⅵ 家族や地域 
  1 ご家族の状況を理解し、保護者と良い関係の中でご利用者の支援を行うことが出来た。 

2 年２回（4 月・9 月）家族会を開催し、業務内容の進捗状況やご利用者の利用状況等を

お知らせするとともに、ご家族からの要望等を伺う場を提供した。 
3 年 2 回第２地区民児協、島田高校学生と交流会を行い、交流を深めた。 

地域行事への参加は日程が合わなかった為、参加する事が出来なかった 
 
Ⅶ 実習生やボランティア 

1 各種学校の体験学習や福祉体験実習 
島田市立看護専門学校 16 名 島田市島田第 1 中学校特別支援学級 2 年生 2 名 
精神科認定看護師１名 恵泉女学院５名 国立大学法人静岡大学 1 名 
静岡福祉大学 1 名 

2 特別支援学校の実習生 藤枝特別支援学校高等部 1 年 1 名 2 年 1 名 
3 ボランティア 
  島田市第 2 地区民児協委員 作業補助ボランティア 3 名 

 
Ⅷ 環境整備 

1 円滑な情報共有を行う為にインカムを購入した。 
2 防災備品として、発電機及び投光器を購入した。 
3 建物の老朽化により、玄関自動扉・作業室及び男性トイレ換気扇 3 台・作業室コンセ

ント交換工事を行った。 
 

Ⅸ 職員研修 
    1 合計 41 回の法人内部研修や外部が主催する研修に参加。職員のレベルアップに努めた。 
    2 法人内生活介護事業所に実習へ行った。実習で得た支援スキルを職員会議で共有した。 

    
Ⅹ その他 

１ 昨年度から開始した乗り合いﾀｸｼｰ通所を継続して行った。現状を島田市福祉課へ相談

して、島田市から発行されるﾀｸｼｰ補助券 3 冊目の発行を依頼したが、断られた。その

旨を保護者へ説明し、11月から3月は実費負担でのﾀｸｼｰ利用をご了承していただいた。 
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2018(平成30)年度事業報告書 
就労継続支援Ｂ型事業所 
ワークセンターなのはな 

 
Ⅰ 活動方針並びに課題 

1 活動方針 
   法人が掲げる基本理念に沿い、事業計画及び運営規程に従って実施した。 

2 課題 
(1)施設の防火・防犯への取り組みについて 
・受託品・資材・道具等については、保管品を極力最小限にし、万が一罹災した場合企

業への賠償が軽減されるよう徹底した。また、保管場所を出入口付近にしない等、不

測の災難に備えた。 
・防犯カメラ施設周囲 4 基、室内 2 基、敷地周囲空間赤外線センサーを備え、侵入者へ

の視覚による抑止に加え、音声による抑止力も強化した。 
・終業時、敷地内（施設内部含む）を点検するにあたり、点検項目を詳細にし、二人体

制でチェックを行った。また、毎月 27 日を「防災パトロールの日」と定め、正職全

員でパトロールし、不良個所の摘発に取り組んだ。 
(2)サービスの質の向上について 

   火災の影響により、環境の変化が大きく、ご利用者の心の安定を重視した一年であった。 
   実践計画では、業務の標準化を目指した手順書の作成を掲げていたが、具体的な行動ス

ケジュールまで落とし込むことが出来なかった。来期の課題としたい。 
 (3)地域の福祉ニーズへの対応については、引き続き検討課題とする。 

 
Ⅱ ご利用者と職員の状況 

1 ご利用者 
定員 30 名、登録者 29 名（男性 18 名、女性 11 名）、開所日数 252 日（月平均 21 日） 
延べ利用者数 7025 人（月平均 27.8 人）、利用率 92.9％ 
 

2 職員 
 管理者（正職）1 名   主任サービス管理責任者（正職）1 名 
生活支援員（正職）1 名 （パート）2 名   職業指導員（パート）5 名 
職業指導員兼事務員（正職）1 名                    計 11 名 

 
Ⅲ サービスとケアの内容 

1 生産活動：仮設施設は、狭く室温管理もままならない環境であったが、限られた空間を

効率的に使用できるよう配置を考慮した。また、晴天日は屋外にテーブルを出し、皆で

楽しく屋外作業を行ったことも思い出となった。前半は企業よりの受託量を押さえたが、

後半に回復し、順調に受託することができた。 
2 訓練：作業・日課等を通じて日常生活に必要な知識や能力の向上を目指した支援を行っ

た。作業では自ら報告するように、日課の中では係の仕事を確実に行うことを支援した。 
3 相談及び援助：ご利用者の心身の状況を把握し、適切な助言、援助等を行った。 
4 各種行事：目的別グループ活動、日帰り旅行等、体験活動を通して社会生活を営む上で

必要な知識や文化を学ぶ機会を提供した。 
 5 就労支援：希望者には関係機関と連携を取りながら職場実習や求職活動の支援を行った。 

一般就労 1 名、就労移行事業所利用 1 名 
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 6 健康管理：月 1 回の体重測定及び血圧測定、希望者による年 2 回の健康診断を実施した。 
仮設施設での営業時には、保護者との連絡を密にし、体調把握に努めた。 

 7 全てのサービスは「個別支援計画」に基づいて行った。 
 
Ⅳ 防災並びに交通安全 

1  「地震・風水害対応マニュアル」「災害時事業継続計画書」「消防計画書」に則り訓練を行

い災害に備えた。備蓄品については主に飲料水と簡易トイレの補充を行った。福祉避難所

については、島田市より要望が無かったため保留となった。 
2  法人主催の防災訓練については安否コール12回実施され、返信率が99％であった。 
   事業所の防災訓練では、避難経路を試行し、安全で早く非難できる方法を検討した。 
3  公用車運用については運行記録簿を整備し管理した。 
4  法人主催の交通安全委員会に出席し、安全運転への意識を高めた。 
 

Ⅴ 苦情とその対応並びに虐待と思われる事案に対する対応など 
1 苦情は 0 件であった。法人主催の苦情解決委員会では他事業所のケース検討に参加し、 
  学習するとともに、今後の参考とすることができた。 
2 事故・ヒヤリについては、全職員が防止に向けて取組み、業務の改善を図った。 
3 虐待の報告連絡体制、定期会議について「虐待防止・対応マニュアル」に沿って行った。 
  法人主催の会議（管理者会）、職員会議で虐待及び身体拘束について研修を行った。 

 
Ⅵ 家族や地域 
 1 御家族の状況を理解し、御家族との良い関係の中で利用者の支援を行った。 
   仮設施設への登所体制には協力を仰ぎ、ご利用者を安全に誘導することが出来た。 

2 年 2 回「保護者連絡会」を開催し、事業の進捗状況を説明する他、意見交換の場とした。 
3 火災の際には地域の皆様の協力を得て片付け等を行うことが出来たことを感謝したい。 
  自治会の防災倉庫を法人所有（現在はなのはな職員駐車場として使用）の土地に設置し 
  地域の方々の訓練に役立てた。地域行事への参加は無かった。 
 

Ⅶ 実習生やボランティア 
1 各種学校の体験学習や福祉体験実習の依頼は無かった。 
2 特別支援学校の実習生については積極的に受け入れた。新規利用に繋げた。 
3 ボランティア受け入れ体制については整備できなかった。今後の課題とする。 
 

Ⅷ 環境整備 
1 り災した建物の改修及び門扉の設置を行った。 6 月 4 日着手、8 月 28 日完成。 
2 毎朝敷地周囲清掃を行い、美観の維持・快適な環境保全に努めた。 
 

Ⅸ 職員研修 
1 キャリアアップ要件の研修他、各々の目標に向けた研修計画を作成し積極的に参加した。 

  
  Ⅹ その他 

1 被災による事後処理を速やかに行い、火災保険等の請求及び給付は年内に終了した。 

  多くの方々から励ましと協力を頂いたことを感謝したい。 

火災保険・車両保険金 合計 75,968,170 円、（あいおい損保・東京海上日動）      

見舞金合計 1,097,000 円 （関係団体・関係者・取引企業・自治会 等） 
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2018（平成 30）年度事業報告 
                            

就労継続支援Ｂ型事業所 
ワークセンターあさがお 

 

 

Ⅰ 活動方針並びに課題 
 1 活動方針     

牧ノ原やまばと学園の理念､サービス提供指針､並びに法令に則って､支援を提供した。 
 2 課題 
  (1)利用者の障碍状況の多様化による支援方法の変化に応じた職員の専門性の不足。 
   ①パートタイムの職員も含めて必要な研修に参加する機会を多く持った。研修で学んだ

ことを職員会議や研修報告書で共有し日々の支援に生かすよう努めた。年間通じて

13 回研修参加、全職員が 2～3 回以上研修で学ぶ機会を持つことができた。 
②就職に向けての実習を２名の対象ご利用者に実施した。1 名は実習途中で体調不良と

なり中止、１名は実習後ハローワークの障害者職業訓練制度を利用し引き続き実習､

支援中。支援に際しては関係機関との連携を学び､支援を提供することができた。 
(2)新人職員の育成とチームワーク。 
  ①職員の退職、雇用が相次ぎ入れ替わりの多い１年となり、働き手の確保に苦慮した年

であったが、出来る範囲での職員育成と業務の見える化に努めた。 
②研修報告を職員間で共有し、支援技術の向上に努めた。支援技術の向上の成果は受注

作業の売上にも反映され工賃の向上に結びついた。また今年度は「虐待」に関する学

習と「サービス提供指針」の浸透に力を注いだ。 
③日々の業務内容と他の職員の動きがわかるようにシフト表を毎日掲示し、連絡事項等

も記入し共有した。 
(3)スペース不足による職場環境の改善 

     ①常に整理整頓に努め既存のスペースをより有効に活用するように努めた。 
   ②本部の指示、協力を得て新施設建設の為の設計業者の選定、補助金申請、基本設計審

査等を完了することができた。 
Ⅱ ご利用者と職員の状況 

1 ご利用者  定員（20 名）、登録 20 名（男性 14 名・女性 6 名） 
    退所者  11 月：Ｍ.Ｔさん（知的・男性）７月：Ａ.Ｔさん（精神･男性） 
  新規入所者  ４月：Ｏ.Ｊさん（知的・男性） ２月：Ｓ.Ｔさん（知的・男性） 
    その他  ご利用者が傷害・窃盗事件で裁判・有罪判決で執行猶予 3 年となる。 
         ご利用者が家族への暴力で警察、保健所の協力で医療保護入院となる。 

2 職員    管理者・サービス管理責任者兼務１名  
生活支援員 1 名（正規職員）事務・出納職員１名（準職員） 
職業指導員（準職員 1 名・パートタイマー5 名） 

   退職者 5 名、新規採用者 3 名。職員の入れ替わりが激しく働き手の確保に苦慮した。 
Ⅲ サービスとケアの内容 
 1 年間 2 回のモニタリングと保護者連絡会の実施、関係機関とのケア会議の開催、出席を

通して支援に反映できるように努めた。 
 2 年間営業日 251 日、延利用人数 4619 人、年間平均稼働率 92％。清掃作業をはじめとす

る様々な種類の作業を提供し、スキルアップと本人に適した作業内容の提供に努めた。 
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      3 受注作業量の増に伴い、職員の支援技術の向上も図られ受注売上が初めて 400 万円を上

回り昨年度に比べて平均工賃が向上した。 
      4 ご利用者の社会参加と生活スキルの向上を目的とした余暇支援を毎月計画し実施した。 
      5 ２名の対象者に就職に向けての支援を行った。（１名は継続支援中） 

6 月１回の体重・血圧測定、及び記録。希望者による年２回の健康診断を実施した。 
施設内の清掃や、共有物の清拭、消毒液の設置等衛生管理、感染症予防に努めた。 

      7 全てのサービス提供は、「個別支援計画」に基づいて行った。 
    Ⅳ 防災並びに交通安全 
      1 年間を通して、火災及び災害もなく安全に事業を実施、業務を遂行することができた。 
      2 毎月の防災訓練の実施、及び防災についての学びの機会を設け、年 2 回の消防設備点検を

実施した。 
3 避難経路に当たる非常口確保の為、常に整理整頓に努めた。 

      4 公用車の運行については、無事故で安全に運行できた。運行に関しての苦情等もなかった。 
    Ⅴ．苦情とその対応、並びに、虐待と思われる事案に対する対応など 
      1 年間を通して苦情は無かった。 
      2 苦情解決委員会への出席で法人内の苦情の状況を学び、運営に生かすよう努めた。 
      3 ヒヤリハットに関する記入の徹底が出来ていなかった面があるが、年間通して大きな 
       怪我や事故は無かった。 
      4 ご利用者のインフルエンザ等の感染症への感染は１名も無かった。 
      5 施設長が県の虐待研修に参加、島田市の虐待研修に職員 2 名が参加し学びを共有した。 
    Ⅵ．家族や地域 
      1 家族や生活の状況を理解、確認し必要に応じて関係機関と連携してより良い関係作りに 
       努めた。行事予定を通して職員状況や新規ご利用者等の情報もお伝えした。 
      2 年２回「保護者連絡会」を実施、必要に応じて家庭と連絡をとり情報共有に努めた。 
      3 民生委員との交流会や地域のお祭りへの参加によって地域交流を図った。 
       また、本部の協力を得て新施設の移転新築についての住民説明会を実施した。 
    Ⅶ．実習生やボランティア 
      1 各種学校等の体験学習や福祉体験実習についての依頼はなかった。 
      2 藤枝特別支援学校１名、吉田特別支援学校１名の実習生の受け入れを実施した。内１名

は次年度からの利用につながった。 
      3 １個人、２団体により定期的にボランティアが訪れてくださり事業を支えて頂いた。 
    Ⅷ．環境整備（建築、改修、修繕等を含む） 
      1 本部の指示と協力、理事会の承認を得て新施設建設に向けての手続きを進めた。 
      2 倉庫内の不用品の整理、防災用品の点検・購入を実施した。 
      3 作業用機器の修理の実施、建設に向けて経費節減に努めた。 
    Ⅸ．職員研修 

1 全職員が年間２回以上の研修に参加することができ、研修報告により学びの共有をした。 
2 研修報告の書式が新しくなって、記入や提出がスムーズになり活用､共有ができた。 
3 法人研修も含めて外部の研修にも各職員が参加できるよう計画を立て、参加した。 
4 不足していた専門分野の学びを深めるため養成講座受講、国家資格（社会福祉士）を 
  施設長として取得した。学んだことを必要に応じて職員間で共有し人材育成に努めた。 
5 ご利用者の傷害・窃盗事件により全職員で裁判の傍聴をした。事業所を臨時休業として

更生保護に関する学びの機会とした。また、その後の支援に生かすよう努めた。 
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2018（平成 30）年度事業報告書 
就労継続支援Ｂ型事業所 

主・ワークセンター希望の家 
従・ワークセンターふれあい 

 
Ⅰ 活動方針並びに課題 

1 活動方針 
  法人が掲げる理念や事業計画、運営規程に従って実施した。 
2 課題 
  ご利用者の高齢化による今後の通所については、ご本人や保護者の意向を尊重し、法

人内外の高齢者施設への併用を含め、市福祉課や高齢者事業所等と連携をとり、ご家

族共に安心して生活できる見通しを立て進めていった。 
  希望の家で生活介護事業所を隣接地へ併設する件については、市の土地利用について

の情報を得ながら、可能性を模索し進めていった。 
 

Ⅱ  ご利用者と職員の状況 
1 利用者について 

希望の家 利用者 定員 20 名 登録利用者 16 名 男性 9 名、女性 7 名 
ふれあい 利用者 定員 20 名 登録利用者 17 名 男性 13 名、女性 4 名 

      年間開所日数 253 日  延利用者数 7,796 人  利用率 90.6% 
     4 月 1 日付で 1 名の利用者が、ふれあいから希望の家に異動した。また、3 名の利

用者が、他事業所(生活介護・就労 B・老人保健入所)へ移行した。6 月末で退所した

希望の家の利用者が、12 月 1 日からふれあいを利用した。 
2 職員について  

希望の家 8 名、ふれあい 6 名の計 14 名で支援を行った。  
（内訳）施設長(兼務)1 名、サービス管理責任者（兼務）1 名、主任生活支援員 1 名、

生活支援員 4 名、職業指導員 7 名 
 

Ⅲ サービスとケアの内容 
1 生産活動については、希望の家では、2 社の下請け作業の受注が減ったこともあり、企

業からの下請け作業を 2 社増やしたが、工賃は前年度より下がった。ふれあいでは、

一昨年度より増やした企業の作業が順調に伸び、工賃の向上につながった。 
2 就労支援については、ふれあいで 1 名の利用者の就職を支援した。しかし、企業のト

ライアル雇用で１ヶ月程働いたが、就職には結びつかなかった。 
3 ご利用者、保護者からの相談や援助に対しては、法人内外の相談員や島田市福祉課担

当者の協力を得ながら、必要に応じケア会議を開催し取り組んだ。 
4 ご利用者の体調や健康管理については、保護者とともに共有しながら進められた。イ

ンフルエンザの流行時期に感染する方が数名出て、希望の家では、その内 GH 入所者

の方が 1 名、2 週間ほどの入院をした。 
5 年間開所日は 253 日で、日帰り外出・買物訓練をはじめ、年間行事予定も滞りなく進

められた。主従関係にある 2 施設の利用者の交流を図るため、春にふれあい施設内で

の交流会、秋に藤枝ボウルにてボウリング大会を開催した。 
 

Ⅳ  防災並びに交通安全 
1 6 月と 11 月に消防署職員の協力による総合防災訓練を実施した。また、毎月それぞれ
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の事業所での避難訓練も実施した。 
2 保存食等の災害用備蓄品を備えているため、点検を行い期限切れの備蓄品等の更新を

行った。 
3 島田警察署の交通指導員による交通指導訓練を年 3 回それぞれの事業所で行った。 

実際の信号機を使っての実地訓練も行い、ご利用者の交通マナーの向上に努めた。 
4 ふれあいでは、車いす対応の車両トヨタ「シェンタ」を購入し、身体障がいを持つ利

用者と職員双方の負担軽減を図ることができた。4 台の送迎車両にドライブレコーダー

を設置した。 
 

Ⅴ  苦情とその対応．並びに、虐待と思われる事案に対する対応 
1 苦情はなかった。 
2 リスクマネジメントについて、職員会議にて読み合わせを行い、事故防止に取り組み 

業務の改善も図った。 
3 虐待については、年 2 回の虐待防止委員会を開催し、チェックリストに基づく自己評 

価や職員会議にてマニュアルの読み合わせ等、意思統一を図った。 
苦情 0 件、事故 7 件、ヒヤリ 8 件 

 
Ⅵ 家族や地域 

1 隔月にそれぞれの事業所で保護者会が開催され、施設長・主任が出席し、事業の計画

内容の報告や利用者の様子、保護者からの要望等を伺い、情報の共有を行った。年間

を通して、保護者が参加する行事が数回あり、職員との交流も図っている。 
2  地域で実施するバザーや市の福祉大会への参加、また同地区内での福祉施設との交流

行事へ積極的に参加した。ふれあいでは、地域の催しへの参加ができず、次年度への

課題とした。 
 

Ⅶ 実習生やボランティア 
1 今年度利用者の実習生受け入れはなかった。特別支援学校の説明会等に参加し、受入

れについての取組みは行った。ふれあいでは、静岡大学の実習生を 1 名受け入れた。 
2 年間を通して奉仕団体や地域のボランティアの受入れを行った。ボランティアに来て

くださる方の自主性を重んじ受入れている。 
 

Ⅷ 環境整備 
1 それぞれの事業所で環境整備に努めた。 
2 希望の家でパソコン 2 台・パソコンソフトの更新、ふれあいでパソコンソフトの更新

を行った。大きな修繕はなかった。 
 

IX 職員研修 
1 法人のキャリアアップ研修、誕生月研修、県や市の社協の研修に計画的に参加してい

ただき、スキルアップに努めた。  
2 希望の家独自の研修として、講師を招き精神障害や高齢の知的障がい者に関する基礎

的な知識を学んだ。  
3 引続きサービス提供指針を浸透させるため、職員会議にて読み合わせを行った。 
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2018（平成 30）年度事業報告書 
就労継続支援Ｂ型事業所 
ワークセンターやまばと 

 
Ⅰ 活動方針並びに課題 
 1 活動方針 
    法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施した。 
 2 課題 
 （1）ご利用者が毎日生き生きと生活できるよう支援するために、法人内の研修に積極的に 
      参加した。しかし外部研修には参加することができなかった。次年度は職員一人 1 研

修（外部研修）を目指したい。 
高齢のご利用者 1 名、週 1 回デイサービスを利用するようになり、今後移行に向けて

関係機関と連携して支援した。 
（2）自主製品のイベントには積極的に参加した。近隣では「やまばとのパン」は定着して

いる。週 2 回のパンの売り上げは伸び悩み目標の金額には達しなかった。新製品の開

発、販路開拓にこれからも力を入れていく。下請作業は前年度と変わりなく、ご利用者

の作業能率が上がった。工賃は前年度より僅かではあるがアップした。 
下請作業先は３社で順調に作業が進んでいるため新規開拓は行わなかった。 

   
 

Ⅱ ご利用者と職員の状況 
1 ご利用者 

 定員 20 名、登録 20 名（男性 13 名、女性 7 名） 
 開所日 254 日（月平均 21.2 日）延べ利用者数 4,916 人 

 2018 年 4 月、1 名吉田特別支援学校卒業生利用開始、11 月 1 名他事業所へ 
    移行 

  
2 職員 

 管理者（嘱託）  1 名   サービス管理責任者（正職） 1 名 
 職業指導員（正職）1 名  （パート）2 名  嘱託（嘱託）1 名 
 生活支援員（正職）1 名  （準職） 1 名            計 8 名 
 

Ⅲ サービスとケアの内容 
  1 相談及び援助 

年 2 回のモニタリングや必要に応じて個々に面談を行い、ご家族及び関係機関と連携

し支援を行った。 
  2 生産活動 

下請作業先 3 社に対しては納期に間に合い丁寧に作業することができた。自主製品は

販売同行やパン作り、野菜カット作業等全員取り組むことができた。        

パン工場入室の時は異物混入を防ぐため上靴の交換、作業着のチェックを行った。 
3 訓練 

作業、行事等を通して日常生活に必要な知識を身につけるよう支援した。 
4 就労支援 

就労希望のご利用者 2 名、会社見学に同行したが就職には結びつかなかった。 
5 各種行事 

34



  年間行事計画に沿って目的を定めて行った。 
     ご利用者の要望を聞き、クラブ活動（運動、創作、調理）を今年度から実施した。 

運動クラブは、カローリング、ウォーキング等を行い健康増進ストレス解消に努めた。 
     創作クラブは、1 年かけて「やまばとの看板づくり」を制作した。参加ご利用者の干支 
    や自主製品のパン、焼き菓子を紙粘土で作り島田信用金庫榛原支店に展示した。 

調理クラブは、自宅で自分でできる料理に挑戦した。焼きそば、豚丼は「家で作って

おいしくできた」と報告があった。来年度も希望があり続けていく。 
一泊旅行（筑波、東京方面）はご家族も参加し、有意義な交流の場となった。 

6 健康管理 
   毎月「健康の日」を設け、体重、血圧測定を行いご家族にも報告した。希望者による健

康診断、インフルエンザの予防接種を実施した。歯科医師による歯科検診も行った。 
  7 すべてのサービスは「個別支援計画」に基づいて行った。 
 
Ⅳ 防災並びに交通安全 

1 防災対応マニュアル、消防計画に則り毎月防災訓練を実施した。市防災課職員により

消火器の使い方を学んだ。法人防災訓練では、携帯電話による訓練を行った。 
災害に備えて食料、毛布等備蓄品を購入した。 

2 公用車の運転には十分注意し、公用車運転記録簿を作成した。 
3 交通指導員による「交通安全教室」を実施した。 

 
Ⅴ 苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応など  

1  工賃の支払いに対する苦情１件あった。誠意をもって対応した。 
2 事故 7 件、ヒヤリ 0 件 報告書を回覧し、職員一同で未然に防ぐよう話し合った。 

3 か月後に振り返りも行い、改善後の評価を行った。 
3 虐待と思われる事案はなかった。職員にはチェックリスト基づき自己評価を行った。 

 
Ⅵ 家族や地域 

1 年 2 回「保護者会」を開き事業所の様子や意見交換を行った。司法書士を招き「成年

後見制度」について話してもらった。「ワークセンターやまばとだより」も継続して発

行していく。 
2 地域のイベントに参加し、ご利用者と地域の方との交流を図った。坂部小 3 年生との

交流も継続して行った。 
  

Ⅶ 実習生やボランティア 
    実習生        清流館高等学校福祉課（1 年生）    4 名 
               吉田特別支援学校高等部（1 年生）    1 名 
    ボランティア     定期的に保護者            １名 
 
Ⅷ 環境整備  
    建物は老朽化しているが、修繕・改修は行わなかった。 
    赤い羽根共同募金助成金で送迎車（車いす対応）を購入した。 
 
Ⅸ 職員研修 
    法人内部研修には積極的に参加し、情報を共有した。 
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2018(平成30)年度事業報告書 
就労継続支援Ｂ型事業所 
ワークセンターさくら 

Ⅰ 活動方針並びに課題 
1 活動方針 

 法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施した。 
2 課題 

(1)利用者の確保 
   平成 30 年以降、吉田町や島田市等に新規Ｂ型事業所ができ、より工賃の高い事業所に

流れることも懸念されたが年間通して利用率は上がった。 
(2)効率の良い作業工程 

   職員の作業ローテーションがなじんできたため手際が良くなった。 
パン作業に職員今まで 2名標準を基本 1名にしたことにより受注作業に回ることができ

効率は良くなった。レイアウト変更により利用者が他者の影響を受けにくくなり不安定

時の個別対応の頻度が減り作業効率は良くなった。また平均工賃が月 10,000 円を超え

ることができた。 
(3)あつまリーナ内の事業所との協力 

  合同の送迎、合同行事やあつまリーナ会議にて情報の共有、交換を行った 
   レインボーが主になって活動していた環境整備やトイレ清掃等も、あつまリーナ内の利

用者と職員が協力して行った。 
 
Ⅱ 利用者と職員の状況 

1 利用者 
定員 22 名、登録者 32 名（男性 21 名、女性 11 名） 

   延べ利用者数 5,185 名、年間開所日数 249 日、1 日平均利用者数 20.8 名 
   ※新規利用者 なし、退所者 5 名（長期欠席者 4 名、他市へ引っ越し 1 名） 

3 月 31 日 現在登録者 27 名（男性 18 名、女性 9 名） 
 2 職員について 

 施設長 1 名（常勤兼務）、サービス管理責任者 1 名（常勤）、生活支援員 1 名（常勤）、 
職業指導員 4 名（非常勤）、事務員 1 名（常勤兼務） 合計 8 名 

 
Ⅲ サービスとケアの内容 

1 全てのサービスは、面談及びモニタリングに基づいて、当事業所のサービス管理責任者 
が作成した「個別支援計画」によって行われた。 

2 生産活動について 
(1)下請作業 

  エアコンの羽付け、ＤＶＤ解体の作業も定着した。 
洗濯用品組立等、日用品雑貨袋詰め等、ギフト箱詰め等、たれの袋詰め、等は昨年同様

順調だった。2月より古着のタグ付け作業を開始。作業の種類も増えたこともあり職員が

どの作業も指導できるように３つの作業グループにし、１週間ごと職員が交代するよう

にした。 
（2）自主製品作業 
  パン製造販売の活動は、町保育園及び放課後児童クラブに定期的に納品することができ 

た。あつまリーナでは毎週2回（水・金）に店頭販売や地域の会社等の予約注文を受け

配達をした。 
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（3）工賃評価を法人内就労部門での評価基準により行い、工賃は銀行振り込みとした。 
3 教養娯楽 
  生産活動に支障のない範囲で季節の催し物やレクリエーション、日帰り旅行などを実施 

した。6月から9月にかけて行事がないこともあり、クラブ活動（スィーツクラブ、ハ 
イキングクラブ、ウォーキングクラブ）を行なった。あつまリーナ開所記念会とクリス

マス会はマーガレットなど他の事業所と協力して合同で実施した。 
 

Ⅳ 防災並びに交通安全 
   あつまリーナの防災計画及び地震避難計画を基にあつまリーナの事業所と合同で毎月防

災訓練を実施した。津波対応マニュアルを作成し津波想定訓練時には隣の「はぁとふる」 
2階に避難した。また、送迎出発前に車の点検を実施し安全運転に努めた。 

 
Ⅴ 苦情とその対応、並びに、虐待と思われる事案に対する対応など 
   苦 情   1 件。     

事 故 0 件 ヒヤリハット  13 件（作業 10、転倒 1、紛失 1、車 1、） 
虐待と思われる事案は無かったが毎月虐待チェックを行い、あつまリーナ会議にて困難

事例の対応について確認、情報共有を行った。 
 
Ⅵ 家族や地域 
 1 家族 
 施設便り（さくらだより）を毎月発行し、全利用者に配布した。保護者会を開催し、事業

所内の様子や予定を報告し、保護者の方と意見交換ができるように努めた。 
 2 地域 

吉田町福祉推進委員会等、関係機関との連携し地域福祉の推進に努め、吉田特別支援学校

文化祭や吉田町ふれあい広場等に参加しパンの販売を通し地域からの理解を得られた。 
 

Ⅶ 実習生やボランティア 
 1 実習生 
 職場体験実習：吉田中学 8名 
職場実習  ：吉田特別支援学校3名、清流館高校 3名 

2 ボランティア 
 行事以外でのボランティアを得ることはできなかった。 

 
Ⅷ 環境整備 

レインボー閉鎖に伴いレイアウト変更を行った。 
あつまリーナで使用の椅子に経年劣化に伴う破損が見られたため全体で19脚処分した。  

  
Ⅸ 職員研修 
  キャリアパス制度が始まり法人研修部主催の研修に積極的に参加した。 

資格取得のための研修に職員が出席した以外は外部研修に出ることは少なかったが職員会

議の場でアセスメント手法や障害特性について、又あつまリーナ全体研修で強度行動障害

について県立磐田学園へ施設見学に行き学んだ学んだ。 
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2018(平成30)年度事業報告 
生活介護事業所 

ケアセンターマーガレット 
 
Ⅰ 活動方針並びに課題 
 1 活動方針 

法人が掲げる理念に沿って、事業計画は運営規程に従って実施した。 
 2 課題（評価） 

11 月末職員が支援中にケガをし労災で１ヵ月半休んだが職員同士協力しご利用者支援に

は支障は無かった。又１名のご利用者さんが家族による虐待が伺われ３回通報し対応した。 
(1)個別支援の充実は、気温の上昇に伴い外での活動メニューを提供することが出来なかっ

たが室内レクレーションを充実させた。今後も暑い時期での支援メニューの提供方法や

内容を検討する。 
(2)研修及び勉強会は、全職員で施設見学や研修参加もでき資質向上を図った。今後も障害

の多様化に伴い(高齢化・合併)継続して支援スキルを身につける。 
(3)関係機関との連携は、関係機関ともよい関係づくりができた。 
(4)環境整備は、事業所内の環境を整えた。（LED 設置・遮熱ロールカーテン）                 

 
Ⅱ 利用者と職員の状況 

1 利用者について（2019 年 3 月末日現在） 
(1)定員 20 名、現員 22 名、（男性 13 名、女性 9 名） 
(2)開所日数 251 日、総利用者数 4576 名、利用率 91.2%、1 日平均 18.2 名 

2 職員について（2019 年 3 月末日現在） 
 施設長生活支援員（兼務）1 名、サービス管理責任者 1 名、正職員 1 名、準職員 2 名 

   パート職員 6 名、パート看護師 1 名、事務員 1 名（兼務）、合計 13 名の支援職員等で事

業を実施する。 
 
Ⅲ サービスとケアの内容 

1 個別支援計画について 
  各利用者、保護者との面談のアセスメントを中心に作成した個別支援サービス計画をもと

に実施し、集団をベースにしながらも個別対応も重視し継続的な支援を行った。 
2 健康管理について 

   健康調査票を基に家庭と密に連絡をとり、気になる体調については伝え早めの通院等をお

願いした。健康診断、歯科検診は希望者に実施、また毎月体重測定を行い肥満対応や体調

管理をし、その他衛生面での支援を行った。 
   最近花粉症の症状で鼻づまり、喉の違和感、目の痒み等を訴える方も増えてきた為、症 
   状のある方には散歩時のマスクの着用をお願いし症状の軽減に努めた。 
 3 活動・教養娯楽について 
   通常の活動は午前散歩、午後作業を基本として行った。 
   ・散歩は、ご利用者の体力や特性に配慮し長距離、中距離、短距離、個別グループに分か

れ体力維持に取り組んだ。（夏場の暑さ対策にも十分配慮し実施した） 
   ・作業は、手工芸（ビーズ、刺し子、縫製作業、さおり織り、ミシン、紙すき）等の創作

活動を中心に行った。 
   ・行事は、年間で計画を立て、利用者の要望を含めた社会体験外出や季節ごとの行事を取

り入れて行った。昼食づくり、おやつ作り、レクダンス、音楽活動など実施した。 
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   ・その他、小グループでの外出（プール、温泉、バス外出、買い物、お楽しみ外食等）を

実施した。11月には保護者を含めた伊豆への日帰り旅行実施。今後も個別支援計画を

充実させ、出来る限り1人ひとりのニーズにあった活動を取り入れていきたい。 
 
Ⅳ 防災並びに交通安全 
   あつまリーナの消防計画及び地震防災計画を基にあつまリーナ全体で毎月防災訓練を実

施した。 
・ 地震・火災等の発生時、迅速かつ安全に利用者が避難できるように訓練を行った。    
・ 津波対応マニュアルを作成し津波想定訓練には隣の「はぁとふる」2階に避難した。 

  ・ 交通安全については、出発前、車の点検を実施し、安全運転に心掛けた。 
 
Ⅴ 苦情とその対応、並びに、虐待と思われる事案に対する対応など  
   夏場の散歩に関して地域の住民の方から吉田町福祉課に匿名の電話が入るが、日頃の散歩

の取組み方を伝え理解を得ることができた。今後も要望等含めてあった場合には、誠意を

持って迅速に対応したい。リスクマネジメントは情報を共有し検証、再発防止に努めた。 
   毎月虐待チェックを行い、あつまリーナ会議にて困難事例の対応について確認、情報共有

を行った。また、問題行動のあるご利用者に関しても行政に報告し情報を共有した。 
 苦情 事故 ヒヤリ 合計 
各項目合計 1 件 4 件 48 件 53 件 

 
Ⅵ 家族や地域 
   連絡帳で事業所と家庭の様子を日々記入して情報を共有した。毎月「マーガレットたよ

り」を発行し全ご利用者・関係者に配布した。 
   保護者会は年3回開きご家族の意見や要望をお聞きしたり事業所からの連絡事項を伝え

た。  
  吉田町「ふれあい広場」また吉田特別支援学校の「もえぎまつり」に参加し、利用者作品

の展示販売を行ない地域の方々とのコミュニケーションの場を設けた。 
 

Ⅶ 実習生やボランティア 
   実習生については、地元の中学校生徒5/22～24（吉田中学2年生3名）高等学校の学生 
   10/10～11（清流館高校1年生3名）吉田町社会福祉協議会職員（2名）の職場体験実習、

介護実習を受け入れた。ボランティアについてはさおり織糸掛け、紙漉き、他ご利用者支

援をしていただき嬉しく思う。                                  

  
Ⅷ 環境整備 
  施設整備等については、廊下にLEDライトを設置・支援室内に個室を準備、静養及びパニ

ック時に使用し安全対策を図る。また吉田町福祉課に相談と依頼をし暑さ対策として廊下

の窓に遮熱用ロールカーテンを設置した。あつまリーナで使用した椅子も経年劣化に伴う

破損がみられた為全体で19脚処分した。また活動終了後は清掃、整理整頓を心がけた。 
  
Ⅸ 職員研修 
  キャリアパス制度が始まり法人内研修、スキルアップの為の外部研修に積極的に参加。又

職員会議の中で勉強会をした。あつまリーナ全体研修で強度行動障害について県立磐田学

園へ施設見学に行き学んだ。 
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2018(平成30)年度事業報告書 
 地域活動支援センター 

レタスクラブ 
 
Ⅰ 活動方針並びに課題 

1 活動方針： 法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施した。 
2 課題 

(1)人との関係づくり：仲間との話し合いを初め、介護予防施設「ぶどうの木」の皆さんと

の定期的交流や地域でのボランティア活動等、有益な体験になった。 
(2 安心して支援できる体制：ルールや約束について説明。納得して頂き改善につながった。 
(3 関係機関との連携：行政や相談支援事業所等に定期的に報告し、情報共有して支援した。 

   
Ⅱ 利用者と職員の状況 

1 利用者: 実利用者数 18 名、 延べ利用者数 1,778 名 
2 職員： 施設長兼務 1名、正規職員 1 名（精神保健福祉士）、パート 2 名（交替） 

 
Ⅲ サービスとケアの内容 
 利用時間 月曜日～金曜日 9時～16時 
 利用者自らが日々の行動やその対応を工夫することで日常生活を送れるよう支援した。 

1 ストレッチ、脳トレ（記憶力ゲーム・文字なぞり・計算）、運動（散歩・卓球・テニス・草取り）。 
2 グループワーク（障がいや病気のこと、他人との関わり方、困った時の対応の仕方等）／雑談。 
3 個人面談を行い、本人の気持ちを聴く。 
4 外出と、月2回程度（実費負担）のランチ作りなど、利用者の希望を聞きながら実施した。 
 

Ⅳ 防災並びに交通安全 
 毎月、あつまリーナ内の三施設と合同で防災訓練を実施。迅速且つ安全な避難訓練をした。 

 
Ⅴ 苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応など 
  苦情 0 件。  ヒヤリハット・事故報告は、3件（ヒヤリ 3 件、事故 0 件）。 
 
Ⅵ 家族や地域 

1 「レタスクラブだより」を毎月1回発行し、行政、社協、病院等、関係機関に配布。 
2 地域貢献のひとつとして近隣のカーブミラーの清掃を行った。 
3 国土交通省より海岸清掃活動が評価され表彰を受けた。 

 
Ⅶ 実習生やボランティア：随時ボランティアの受け入れを行った。  
  

Ⅷ 環境整備：プランターで野菜作り、室内のレイアウトの変更等。 
 
Ⅸ 職員研修 
 1 職員会議において、障がいに関する学習を実施。 

2 法人主催の学習会や研修会などに参加。 
3 精神保健基礎研修に、2名参加。 
4 あつまリーナ職員全体で強度行動障害の学びを深めるため、「県立磐田学園」を施設見学。 
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2018(平成 30)年度事業報告 
相談支援事業所 

生活支援センターやまばと 
 

Ⅰ 活動指針並びに課題 
1 活動方針について 

法人が掲げる理念並びにリニューアルプランに沿って事業を実施した。 
事業所内で定期的に計画ケース情報を共有し、より良い本人支援や事業所連携に繋げた。 
法人内外に、権利擁護の視点をもち、協働して支援を行う姿勢をもった。 
様々な支援が必要なケースに対して、必要な情報提供や同行だけでなく、民生委員や司法

書士はじめ高齢・就労分野の専門機関との連携に努めた。 
相談支援事業に関しては定期的に行政と協力し、計画・評価・見直しを行っている。 

2 課題について 
  加算要件に必要な研修受講をし特定事業所加算Ⅳを 11 月～取得、経営的には安定した

事業運営となった。 
相談支援専門員 2 名の減少でのスタートとなり、パート相談員 1 名入職人材育成に努め

た。その後人材確保には繋がらず業務負担の軽減には至っていない。 
施設長常勤配置を行い、体制整備を行うが労務管理・業務整理等の課題は残っている。 

 
Ⅱ ご利用者と職員の状況 

1 委託相談実人数  
市町名 身体障害 重心障害 知的障害 精神障害 発達障害 高次脳 その他 (内・児童) 合計 
牧之原 20 2 44 25 6 4 0 3 101 
島田 6 3 82 4 3 0 0 19 98 
合計 26 5 126 29 9 4 0 22 199 

2 計画相談実人数（サービス等利用計画作成実人数)  
牧之原市 吉田町 島田市 静岡市 盛岡市 伊豆市 合計 

112 90 169 1 1 1 374 
 3 職員 
 （1）委託相談支援事業 
   牧之原市：2 人工 4 名体制。1.0 人工（専任）0.1・0.3・0.6 人工（兼務） 
   島田市：1.25 人工 2 名体制。0.7・0.55 人工（兼務） 
（2）計画相談支援事業 
  相談員 6 名体制。正職 2 名（専任）、パート 2 名（兼務）正職 2 名（兼務） 
  内、パート 1 名 5/1～入職 
（3）その他 
  施設長 1 名(兼務)  

事務員パート 1 名：6/30 退職・8/1 新事務員パート入職 
 
Ⅲ サービスとケアの内容 

1 委託相談 
（1）牧之原市 
 委託相談と計画相談の役割を分け、行政と協働し緊急支援介入の必要なケース対応をした。 
自立支援ネットワーク部会運営が円滑に進むよう協力連携をし、相談支援体制の強化・権
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利擁護に重点を置き、取り組んだ。 
（2）島田市 

自立支援協議会、その他部会に参加し、官民協働を意識した運営・取り組みを行った。 
虐待・差別・不適切事例の積み上げ視点を養い、ケースワーク・協議会に活かした。 
行政と協議し相談支援体制の課題として、相談支援専門員人材確保に取り組んだ。 

2 計画相談 
各市町担当制をはずし、可能な範囲で事業所別にまとめ、振り分ける等の調整を行い、

計画相談業務の分業化や効率化を図った。 
相談支援専門員減少により、モニタリング未請求が増加し解消しにくい状況である。今

年度に限り特定事業所加算を取得した為、予算より増収になったが、計画相談事業サー

ビスの質や担保・運営については課題である。 
※2019 年度～制度上、計画相談報酬単価が下がる。 

 
Ⅳ 防災並びに交通安全 

法人の災害時緊急連絡体制訓練に参加し報告の確認を行った。 

時間に追われスケジュール管理が難しいが、交通ルールについて事業所内で再確認をし、

厳守することを共有した。 

 
Ⅴ 苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応など 
（1）苦情 5 件   （2）事故 3 件   （3）ヒヤリハット 15 件  
件数が増えた要因として、週 1 回ヒヤリハット・苦情受付シートにより協議をし視点が強

化された事と業務量過多によりスケジュール管理が難しくなった事が考えられた。 
苦情や事故については、法人や各機関と連携をとり適切に対応した。 
 

Ⅵ 実習生やボランティア 
社会福祉系大学よりの垂穂寮実習生 1 名を期間内の一部受け入れた。 
法人内部職員 1 名の研修を 1 週間受け入れた。 

 
Ⅶ 環境整備 
  ＬＥＤに交換し、事務環境の改善を図った。 
 
Ⅷ 職員研修について 

年間計画・本年の目標の基づき、研修に参加。主に加算要件に係る研修受講を行った。 
外部の研修会で、困難事例ケース対応を検討しアセスメント力の向上を図った。 
今後の相談支援事業(基幹型相談支援センター・地域生活拠点)を想定して県外研修に参加

した。 
 
Ⅸ その他 

精神保健福祉士・発達障がい支援専門分野の方によりスーパービジョンを行い、相談業務

における困難多くの支援を必要とする事例への対応について学ぶ機会を定期的に持った。 
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2018(平成30)年度事業報告 
 介護老人福祉施設 

短期入所生活介護（介護予防短期入所生活介護） 
特別養護老人ホーム 聖ルカホーム 

 
Ⅰ 活動方針並びに課題 

2018 年度は、『ご利用者、ご家族、職員に「笑顔の花を咲かせたい」』を活動方針として

運営してまいりました。法人の理念である『ともに生きる』を実現させるために、高齢者施

設として何をなすべきか、また、どうすればご利用者が安心し穏やかな晩年を過ごせるのか

を職員が考えて支援しました。よい支援の第一歩は、職員が自分自身の成長を実感し、ご利

用者やご家族、仲間から信頼を得られる事で笑顔で働ける職場であると考えます。職員が成

熟していく事で、ご利用者の生活が豊かになり笑顔が生まれ、ご利用者の笑顔がご家族の安

心に繋がると思います。支援者である職員一人ひとりが、自己の成長のために努力しチーム

ケア（他者を認め合う事）を忘れない事、施設としても職員のスキルアップのために研修の

機会を多く提供し支援してまいりました。まだまだ目標を達成出来たというところまでは到

達出来ておりませんが、引き続き特別養護老人ホーム及びショートステイ事業の果たすべき

役割りを職員一人ひとりが理解し、よりよいサービスの提供と自己の成長、安心して暮らせ

る地域づくりのため、一層努力していきます。 
 
Ⅱ 利用者と職員の状況 

1 利用者について（2019 年 3 月 31 日現在） 
（１） 長期入所（定員 70 名）   
現 員 70 名（男性 13、女性 57） 平均介護度 3.56 
最年長 104 歳 要介護１ 2 名 
最年少 66 歳 要介護２ 4 名 
平均年齢 87.98 歳 要介護３ 27 名 
年間稼働率 98.26％ 要介護４ 21 名 
新規入居者 19 名 要介護５ 16 名 
退去者 17 名 待機者数 67 名 

 年間稼働率が前年度より低下した理由として、入院者増と 1 ヶ月を超える入院があった事が

考えられる。今年度の退所者の特徴として、4 名の方が「医療的ケアを希望するため」の退

所となった。入居待機者数は減少気味であり、67 名中「すぐに入所したい」または「6 か

月以内に入所したい」合わせて 34 名、33 名は「将来的に入所を希望」となっている。地域

に入所施設が増え選択肢が増えている事や、基本的に要介護度３以上が入居対象である事な

どの影響も考えられる。 
 

（２） 短期入所（定員 10 名） 
延利用者数 年間平均稼働率 平均介護度 

3,069 人 84.02％ 2.1 
稼働率及び延利用者数ともに前年度比で増加している。近隣施設のショートステイ事業の休

止等の影響があると考えられる。また、新規の利用が増えている事などから、在宅生活を支

える役割りを積極的に果たしてきた事と、より良いサービス提供ができている評価ではない

かと考える。 
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2 職員について                （2019 年 3 月 31 日現在在職者数） 
施設長 1 名（1）・他事業所兼務 管理栄養士 1 名（1）・他施設兼務 
事務長 1 名（1）・高齢者事業部 事務員 4 名（2）・他事業所兼務 

相談員・ｹｱﾏﾈ 3 名（3） 宿直員 3 名 
介護員 47 名（31） 洗濯清掃員 2 名 
看護師 7 名（1） 嘱託医師 1 名 

※（ ）内は、正職員の再掲 
2018 年度中の職員の増減状況は、就職者 5 名（正職 1・パート 4）、退職者 3 名（ﾊﾟｰﾄ 3）、
人事異動増 3 名（正職 3）、人事異動減 2 名（正職 2）でした。介護員、看護師、事務員に

ついては前年度比で減ではあるが業務の見直しなどを実施し対応した。職員の不足は、時間

外の増加と有給休暇の取得率の低迷に繋がっているため改善が必要な状況である。 
 

Ⅲ サービスとケアの内容 
1 ご利用者一人ひとりの生活のリズムに合わせたケアが出来るよう多職種で連携ができた。

入居前の生活情報を出来る限り収集し施設でのケアに活かすよう努めた。ユニット毎の

“設え”を工夫し、生活感や季節を感じられるよう工夫をした。 
2 食事に関しては、個々の嗜好に合わせた食事の対応は難しかったが、季節感のある食材

を取り入れたメニューなどを実施できた。食の進まない方に対して、メニューの変更や

食事時間以外での補食の提供等を行う事で必要な栄養量の確保に努めた。 
3 生活がより豊かなものになるような余暇活動（外出・趣味活動等）はあまり提供出来ず

次年度への課題の一つと考える。 
 

Ⅳ 防災並びに交通安全 
 1 ＢＣＰを含む防災マニュアルの見直しと、より実践的な防災訓練が出来るよう見直しに

着手したものの完成には至らなかった。 
 2 交通安全については安全運転を心がけ無事故で1年間過ごせた。 
 
Ⅴ 苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応など 

苦  情 2件 連絡不足による苦情、事故への苦情 
事  故 264件 転倒転落、外傷、薬関係、誤嚥、他傷他害、その他 

ヒヤリハット 365件 転倒転落、外傷、薬関係、所在不明、誤飲、その他 
  苦情対応につきましては、迅速な対応（謝罪、事実確認、経過報告等）をする事でご家族

の気持ちに寄り添い信頼関係の回復に努めた。 
年度途中で、事故とヒヤリの基準の見直しを行い周知できた事で、基準の統一が進んだ事

とヒヤリ等への気付きが増え件数の増加となった。発生時には対策会議を開催し原因の調

査と予防策を検討できた。事故やヒヤリの内容を統計的に分析し、事故件数の減少や重大

事故の防止へつなげていく。 
虐待及び不適切なケアの防止に関しては、研修会を通して「虐待を行わない、見逃さない、

許さない」を周知した。また、グループワークを行いケアへの不安や悩みを仲間と共有し

ストレスの軽減につなげた。 
 
Ⅵ 家族や地域 
 1 毎月発行の聖ルカだよりを活用し、ご利用者や施設の近況報告、職員紹介などを行なっ

た。事故、ヒヤリハット、苦情についてご家族に報告した事で“施設で起こっている事に
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ついてこのように報告していただけると、しっかり対応していただけているのだと安心

できます”との言葉をいただいた。これからも、情報発信を積極的に行っていきます。 
 2 市内の幼稚園児や小中学校との交流、高齢の方々の集いの場と介護予防を目的とした 

“わいわい話そう会”を開催いたしました。 
 

Ⅶ 実習生やボランティア 
 1 実習生の受け入れ  
  中学校（１校）・専門学校（１校）・大学（１校） 
2 ボランティアの受け入れ 
  日赤奉仕団・サンバの会・榛原高校（野球部）・その他  合計 9団体・83回・355人 
 

Ⅷ 環境整備 
 業者によるメンテナンス（ロスナイ清掃、厨房清掃、害虫駆除）などを適宜実施し、安全で

衛生的な施設環境を整えました。 
 
Ⅸ 職員研修 

法 人 研 修  延 93人（新人、新年度、職員評価、個人情報、身体拘束 他） 
施設内研修 延364人（身体拘束、感染症、防災、ﾕﾆｯﾄｹｱ、ﾀｰﾐﾅﾙｹｱ、虐待予防、介護技術 

他） 
外 部 研 修  延131人（喀痰吸引、ﾕﾆｯﾄｹｱ、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ、ﾋﾔﾘﾊｯﾄ・ｱｸｼﾃﾞﾝﾄ、口腔ｹｱ 他） 
 

Ⅹ その他 
  キャリアアップ制度に連動した人事評価が今年度からスタートした。日々の仕事への姿勢を評価

していく事と、施設長、事務長及び主任が職員一人ひとりと面談を行った。面談の目的は“人事評価”
ではあったが、加えて職員の思いを聴く機会となり、また、職員育成の場となった。ご利用者やご

家族等の声を大切にする事と同様に、職員の声にも耳を傾け施設運営に反映させていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

45



2018(平成30)年度事業報告 
 

                                 介護老人福祉施設 
                                 短期入所生活介護 
                      地域密着型特別養護老人ホーム グレイス  

 
Ⅰ 活動方針並びに課題 

1 活動方針 
(1) ご利用者一人ひとりのその方らしさを尊重し、ご利用者の思いに寄り添った支援に努め

ました。 
(2) 適切なケアを提供できる職員の育成を目指し、専門性を高める研修機会を作りました。 
(3) 地域の方々やご家族・関係機関との連携を図り、事業の充実に努めました。 
(4) 介護保険制度の改定等、関係法令の内容に沿ってサービスを提供しました。 

2 課題 
(1) ショート再開のニーズはあるものの、職員体制や経営的課題があり対応できていない。 
(2) 3 ユニット体制となっている事に加え、異動職員の育成が進まなかったため、正規職員

の夜勤負担は軽減とならず超過勤務が増えることとなりました。 
(3) エアコン室内機故障や浴室床の剥がれ等を修理。 
(4) スタッフの削減が行事等に影響しないよう地域の皆さんに協力を依頼し、プログラム等

を工夫して行った行事は利用者様・ご家族様に評価して頂けました。 
   
Ⅱ 利用者と職員の状況 

1 ご利用者について 
（1）定員 29 名、現員 29 名（男性 6 名、女性 23 名）、年度内入居者 7 名・退居者 8 名  
（2）年間平均稼働率 99％、入院者延べ 3 名（内 2 名：退居し転院、1 名：グレイスへ） 

平均介護度…4   最年長…104 歳   最年少…68 歳 
（3）ショートステイ 定員 8 名：休止中 
2 職員について 
 H31 年 3 月末時点：正規職員 17 名、パート 14 名（清掃員 1・宿直員 3）、嘱託医 1 名 
（施設長・副施設長・ケアマネ・管理栄養士・事務員は他事業所・他部門を兼務） 
派遣職員：1 名（3 か月半） 

 
Ⅲ サービスとケアの内容 

1 基本サービス 
「地域密着型特養」として、ご利用者の生活が入居前の生活と連動し地域を感じられる

よう配慮しつつ、24時間シートを活用し自立的な生活を営めるよう支援しました。 
2 健康管理 

嘱託医による診察：月2回、健康診断：年1回、インフルエンザ・肺炎球菌予防接種。安

全対策委員会を中心に感染予防に努め、インフルエンザ・ノロ等の施設内感染はありま

せんでした。4月に嘱託医交代がありましたが看護との連携にも支障なく健康管理が行

えました。 
3 通院・入退院 

医療機関の受診・入院時対応ではご家族のご協力を得られ、退院後は嘱託医師を中心と

して各スタッフがご家族と相談しながら在宅酸素等の必要な環境を整えました。 
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4 教養娯楽 
毎週ボランティアさんによる歌声喫茶や余暇活動が提供され、各ユニットのレク担当職

員が中心となり季節に合わせた行事等も行えました。大きなイベントでは地域の方々に

今まで以上にご協力いただけるようになり連携が深まりました。 
 

Ⅳ 防災並びに交通安全 
 1 火災及び地震に対する計画に基づき防災訓練を毎月実施。消防署による防災講演・救命

講習を受講。利用者個々のＢＣＰフェイスシートを更新。 
 2 交通安全講習に参加。公用車にドライブレコーダーを設置し、安全運転に努めました。 
 
Ⅴ 苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応 
 1 苦情 3 件：利用料の説明、優先入所の順位、面会者持参品への対応に対する苦情。 
 2 事故 43 件、ﾋﾔﾘ 114 件。会議で対策を検討、対策への検証・評価を行いました。 
   行政へ報告した事例 0 件。 
 3 虐待防止委員会において虐待報告 0 件。内部研修にて虐待研修やエゴグラムを使っての

メンタルヘルス研修を行い、虐待予防チェックシートの活用を呼びかける等、職員への意

識付けに努めました。 
 
Ⅵ 家族や地域 
 1 秋祭り、楽笑会等でご家族や地域の皆さんに出演の声掛けをしたことが、地域の方々に

とっても習い事を披露できる場となり、励み・やりがいになったとの意見が聞かれた。 
 2 運営推進会議を年6回開催、活動の報告を行い、地域の皆様からご意見を頂きました。 
 3 案山子祭りから依頼を受け、作品を出展。地域への外出・交流を今後もっと増やしたい。 

 
Ⅶ 実習生やボランティア 
 1 法人内事業所（障害者支援施設から１ヶ月）の実習生を受け入れました。 

2 喫茶や余暇活動では定期的なボランティアさんに活動していただけた。行事等では地域

の方々や元職員の協力が得られました。 
 

Ⅷ 環境整備 
 1 ロスナイ換気扇清掃を部分的に実施。機械浴室床材の剥がれの修繕。 

移乗介助ロボットの「サスケ」の整備 
 
Ⅸ 職員研修 
  法人研修   延 54人（新人･全体研修･誕生月研修・身体拘束･労務・部門別研修 他） 
  施設内研修  延 174人（ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ･吸引･虐待防止･感染症･認知症･看取り･ﾘｽｸ 他） 
  外部研修   延 26人（成年後見･車いすとｼｰﾃｨﾝｸﾞ･ﾀｰﾐﾅﾙ･喀痰吸引･感染症 他） 
 
Ⅹ その他 
 1 年度中に正規職員2名が異動することとなり有休消化率は向上しませんでした。 
 2 会議や委員会の目的を明確にし、年度初めに作成した年間会計画に沿って研修等がまと

まり、職員が自立した委員会運営を行えるようになりました。 
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2018(平成30)年度事業報告 
 養護老人ホーム 

相寿園 
 
Ⅰ 活動方針並びに課題 

1 活動方針について 
法人が掲げる基本理念に沿って事業を実施した。 

2 課題 
 （1）2010 年頃より利用者が徐々に減少し続け、2014 年頃からは常時 30 名前後の利用者

に留まっている。利用者の確保がここ数年来の課題となっている。  
（2）防災関係のマニュアルが十分整っていないものがあるため早急な整備が必要である。 

   
Ⅱ 利用者と職員の状況 （2019年3月31日現在） 
 1 利用者について（定員50名 短期入所5名） 

（1）現員 28 名 （年間の平均利用者数 29.7 名） 
（2）ショートステイ 生活管理短期宿泊利用者数 1 名、自主短期宿泊利用者数 4 名  

（2018 年度実績：生活管理短期宿泊利用者数 4 名、自主短期宿泊利用者数 15 名） 
（3）措置市町 
   牧之原市 14 名 御前崎市 3 名 吉田町 2 名 藤枝市 1 名 島田市 1 名  

焼津市 3 名   川根本町 2 名 掛川市 1 名 南相馬市 1 名 （計 28 名） 
（4）平均年齢 男性 74.9 歳 女性 82.8 歳 
（5）最高齢 男性 85 歳 女性 96 歳 
（6）要支援認定 1 名 要介護認定 9 名 

 2 職員について 
 （1）2018 年 9 月に支援員、10 月に夜勤補助員が続けて退職。欠員補充ができないままに

年度末を迎える結果となる。 
   （2）諸般の事情により年度途中（2019 年 1 月）で施設長が交代。 

（3）正規職員：6 名（生活相談員 2、、主任支援員 1、支援員 1、栄養士 1、事務員 1） 
嘱託職員：1 名（施設長）  準職員：1 名（看護師） 
パート職員：11 名（生活相談員 1、支援員 3、夜勤専門員 3、夜勤補助員 4） 

 
Ⅲ サービスとケアの内容 

1 健康管理 
 嘱託医による往診を毎月隔週（火曜日）に実施。定期健康診断は年 2 回実施。毎朝朝礼前

には全員の検温を行い、体調不良の早期発見と早期治療（受診）に努めた。また、日常的

に手洗い、うがい、手指消毒を励行。幸いにも利用者、職員ともにインフルエンザ及びノ

ロウイルス罹患者は皆無であった。 
通院は、内科を始め多くの診療科にわたっているが、特に精神科には 1 ヵ月に 1 度、10
名の利用者が通院中。入院は延べ 9 名（精神科、内科）。 
 

2 教養・娯楽等 
季節ごとの行事のほかに平日の朝礼や週 2 回の礼拝を実施。また、笑いヨガ、文化教室を

開催。給食業者と連携し、クリスマス会等には工夫を凝らした行事食を提供。利用者に楽

しんでいただくために多彩な行事を数多行ってきたが、同時に職員の疲労感も著しいもの

がある。行事等の簡素化が大きな課題となっている。 
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Ⅳ 防災並びに交通安全 

1 防災 
（1）毎月 1 回、昼間及び夜間の避難訓練、消火訓練、資機材点検、操作訓練などを実施。 
（2）2018 年 3 月に放射線防護対策設備が完成。行政、設置業者を交えての訓練を 2 回実

施したが十分な習得は出来ていない。利用者を含めた定期的な訓練が必要である。 
 2 交通安全 
    法人本部主催の交通安全教室に職員が参加しその内容を職員会議で報告した。  
 
Ⅴ 苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応など 

1 苦情受付箱への投函はなかった。相寿園には伝統的に「白ゆり会」という利用者の自治

組織があり、月 1 回職員も参加して開催している。苦情や要望等（利用者から職員、利用

者から利用者、職員から利用者）は基本的にはこの場で出し合い討議している。日常生活

を送るうえで利用者自身が気付いたことや疑問に思ったこと（言葉づかい、あいさつ、マ

ナーなど）から、心身にハンディを抱える人に対する差別や偏見の問題等々、話題は多岐

にわたっていて職員にとっても学習の機会となっている。 
2 虐待事案はなかった。職員会議等で利用者に対する言動について率直に振り返る機会を

持っている。 
 
Ⅵ 家族や地域 
  7 月 28 日に開催した夏祭りへの招待には利用者の家族やアトラクション出演者、関係団体

の役員等を含めると 167 名の参加があり、施設の理解を深めていただく絶好の機会になっ

ている。また、広報誌である「相寿園だより」を毎月発行し家族や地域の関係団体に発送。 
 
Ⅶ 実習生やボランティア 
 1 実習生はなし。 

2 月 2 回の定例のシーツ交換の作業や行事などでの外出の際の利用者の見守りには、相寿園

OB 職員の活躍があった。また、カラオケやダンスの慰問を始め人権擁護委員会のメンバ

ーや一般企業の社員の方々のボランティアにより花壇の整備が行われた。 
 
Ⅷ 環境整備 
 居室や廊下の空調設備の更新、トップライトの雨漏りの修繕、排煙装置整備、貯水槽緊急

遮断弁設置、非常用発電機設備等の建屋塗装、浄化槽周辺排水溝修繕等の工事を行った。 
 
Ⅸ 職員研修 

中部地区養護老人ホーム施設職員連絡会や静岡県社会福祉協議会が主催する研修会を中心

に参加。2019 年 10 月 19 日に中部地区公立養護老人ホーム施設職員連絡協議会の施設

長・相談員研修を相寿園が担当して開催した。 
 
Ⅹ その他 
  年度途中（2019 年 1 月）での施設長交代は、利用者、職員に不安を与える結果となった

が、職員の人事異動も含め年度末には一応の落ち着きを取り戻した。 

49



2018（平成 30）年度事業報告                   
 養護老人ホーム 

 島田市立養護老人ホームぎんもくせい 
 
Ⅰ 活動方針並びに課題 

1  基本方針について  
 法人の掲げる基本理念「ともに生きる」/「私たちの願い」/「互いに助け合うコミュニテ

ィ創り」に沿って、事業を実施した。 
2  課題 （評価：期待以上達成◎ 達成○ やや未達成△ 未達成か不実施×） 

  （1）転倒予防については、支援員中心で行い、朝の体操参加勧奨と転倒予防教室の継続開

催、昼食前や座談会後の体操により運動の機会を作った。散歩の回数増加は、職員確保

難しく増えなかった。水分補給奨励については、栄養士中心に行った。300ｍｌプラス

摂取につき、イオン飲料を玄関に置くなど、工夫した。（自己評価は○） 
（2）より厚い職員研修につき、計画作成から不十分であり、提供も例年と変わらず、実施

できなかった。（自己評価は×） 
（3）良い連絡と連携につき、定期引き継ぎ事項に漏れが時々報告された。施設長抜きでも

緊急対応可能な小会議の実施は、適宜なされていた。（自己評価は◯） 
 

Ⅱ 利用者と職員の状況 （2019 年 3 月末現在） 
1 利用者について 
（1）定員 50 名、被措置者 47 名、高齢自立者、要介護認定 13 名、要支援認定 5 名、総合事

業対象者 4 名、身体障害者手帳 6 名（聴覚障害者含む）、精神保健福祉手帳 3 名、療育

手帳 3 名。平均入所者数 47.1 人、年平均利用率 94.2％であった。 
（2）ショートステイ 生活指導短期宿泊事業 定員 2 名、施設自主短期宿泊事業 定員 10
名、を実施した。生活指導の利用は年間延べ 20 名、自主短期は 14 名利用であった。 

2 職員について （3 月末現在）正規職員 10 名(施設長 1、主任支援員〔副施設長〕1、生

活相談員 2、支援員 3、事務員 1、看護師 1、栄養士 1) パート職員 12 名(支援員 2、短

期アルバイト支援員 1 名、看護師補助員 1 名、夜勤専門員 3、早朝専門員 2、宿直員 3)  
  年度当初から目論んでいた夜勤専門員が確保されず、主任の日勤率も上がらなかった。今

後止むを得ず、日勤職員の確保を検討することになる。また年度途中に準職員の退職 1 名

があった。また 7ｈパート支援員の一人が体調不良で入院となり、復帰が叶わなかった。 
Ⅲ サービスやケアの内容  

1 基本サービス（健康状態の確認、食事、入浴、娯楽、夜間支援）を中心に自立的な暮ら

しを支援できたと考えている。 
2 健康診断等につき、嘱託医による定期回診が予定通り行われたほか、年 2 回 7 月と 1 月

の定期検診も予定通り実施できた。予防接種についてほぼ予定通り実施できた。定期歯科

検診も昨年同様 6 月と 12 月に実施することができた。 
 3  通院・入院について 
  嘱託医が去る2月から前里医師に変わり、4月からは長谷医師が加わり2名体制となった。

それに伴い処方せん発行医院がレシャード医院に変わり、主な薬局がはなみずき薬局とな

った。多くの医療機関が変更となって、混乱が予想されたが、結果として薬剤の整理、遅

い時間の薬の受け渡しなど配薬上のサービスは向上した。 
4 教養娯楽について 

  夏の納涼夕涼み会 8/23 が台風懸念により、施設内部での規模縮小実施となった。 
11 月実施の満足度調査により、行事について利用者は 19（昨年 24）％が満足。83（昨年
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88）％が普通以上の評価。外出は利用者に希望を取り、可能な所を実現。内職は、作業者

は 2 名/5 名が継続の希望あり。やっていない人は 28 名 60（昨年 51）％が興味なし。満足

度が下がっているので、今後余暇メニューについて、検討が必要か。 
Ⅳ 防災並びに交通安全 

1 防災 
（1）台風により、秋の地域防災訓練に参加できず。9/21 台風から朝食提供につき、非常食

を厨房に用意することにした。 
（2）安否コール返信訓練につき、100％返信（3 名は代理返信）ができた。 

  2  交通安全 
    交通安全教室について、今年度は施設での教室の開催は見送った。自転車利用者が減った

ことがその理由（現在 1 名のみ）である。法人教室に 1 名参加。 
Ⅴ 苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応など 

1 苦情 2 件 要望 2 件 他 1 件。苦情は、認知機能検査を実習者に許可したことによるも

のと入所者同士の諍いに施設が対応してくれないというものの 2 件。要望は、施設長/副施

設長更迭要望とそれへの反対要望。他は、施設処遇への不満から施設移動を拒否するもの

で、訴えを非合理多しと考え、その他に分類した。 
2 速やかな対応を心掛けた。相手のあることでもあり、解決までに 4 か月以上かかる場合

もあった。解決が難しいと思われる場合、早めに行政、法律家に相談をしていきたい。 
3 職員会の前に、「会議の日」と称して各種委員会を、11 月から試行した。そこで「虐待」

「身体拘束」に係る確認を以降毎月行った。出席者の確保が懸案。「虐待」は、報告なし。 
Ⅵ 家族や地域 

1 家族等との交流 
   保証人会を 10 月 20 日土曜日に実施し、保証人や家族 26 組 36 名（昨年 20 組 31 名）の

参加。行政担当課 2 名参加。成年後見制度の勉強会を実施した。 
2 地域社会との交流 

  計画通り実施できた。市立大津小学校４年生との交流を今年も４回実施できた。大津小校

長先生の参加も頂き、入所者も笑顔多し。地域文化祭へも入所者の絵画など出品した。 
Ⅶ 実習生やボランティア 
  職業体験実習生は、今年も 5 月 15 日～17 日に 2 中学校から合計 6 名を受入れた。島田市

年金協会を始め、慰問ボランティアは、カラオケや踊りの披露など多数来ホーム下さった。 
Ⅷ 環境整備 
  昨年と違い、エアコンの修理が少なく、利用者に不便をかけることが少なくて良かった。

居室の準個室化については、今年度は予算がつかなかった。利用者から度々要望の上がっ

た共用部分設置の TV について、全ての該当の機種（ブラウン管型）を薄型の大きな画面

（L.E.D.型）のものに変更でき、市に感謝している。また（株）ノジマ様寄贈の 4K 対応

の大型テレビ 3 台につき、寄贈者に感謝している。入所者処遇の向上に利用したい。 
Ⅸ 職員研修 

法人全体研修 2 誕生月理念研修 10 虐待防止研修 1 身体拘束研修 1 
部門研修 6 中公養護研修 7 精神障碍研修 0 感染症研修 0 

  職種別には、中公養護研修にて研鑽した。精神障碍不参加。感染症は委員会にて学んだ。 
  キャリアパス対応の研修は準備できなかった。 
Ⅹ その他 
 北グラウンドの町内会管理の倉庫につき、その半分を施設防災用に使用の了解を頂いた。 
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2018(平成30)年度事業報告 
 通所介護 

介護予防・日常生活支援総合事業 
デイサービスセンター真菜 

Ⅰ 活動方針並びに課題 
1 活動方針について 

 法人の基本理念に基づき、住み慣れた地域で可能な限り自立した生活を送ることができる

よう、本人及び家族の思いに寄り添い、利用者の立場に立った支援を行いました。 
2 課題 
（1）計画書は具体的な目標設定に変更できましたが、職員の情報共有と個別支援に課題が

残っているため継続して取り組みます。 
（2）毎月１回、お寿司や和食のビュッフェを行いました。満足度調査の結果、満足 85% 

不満 0%でした。 
（3）休憩時間の確保は、午後入浴の実施と休憩時間の見える化、シフト制を導入し以前よ

り確保できるようになりました。 
   
Ⅱ ご利用者と職員の状況 

1 ご利用者について 
  年間の新規利用が要介護者 8 件、総合事業対象者 12 件、計 20 件。入院・入所・廃止の

方が年間で 18 件。１日平均利用者は 23.4 人で前年度平均より 2.4 人増えました。年間

稼働率の平均は 67％で前年度平均より 6.9％増えました。総合事業の定員を 7 名から 14
名に増やし、週３日から週４日に増やしました。 

延数 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

介護 578 543 503 529 544 509 574 530 505 471 482 537 6,305 
総合 50 57 64 59 73 67 85 81 68 80 65 70 819 
私費 5 4 9 5 5 6 4 13 12 12 12 10 97 
平均 23.1 22.4 22.2 22.8 23.0 24.3 25.5 24.0 23.4 23.4 23.3 23.7 23.4 

 
2 職員について 

正職 5 名、事務兼務１名、パート（看護）4 名、（介護）9 名、（介兼）2 名、（運転）5 名、

計 26 名でスタートしましたが、年度途中で準職（兼務）看護師 1 名、運転手 1 名、介護

補助1名が就職し、8時間パート職員1名、運転手1名が病気治療のため休職していたが、

回復の見込みがたたず退職。年度末に 5 時間パート職員 1 名退職されました。 
 
Ⅲ サービスとケアの内容 

1 プランに沿ったサービスの実施 
  具体的な目標設定と支援内容を変更したことで個別サービスの提供がしやすくなりました。 

2 健康管理について 
 バイタル測定や、日々の様子観察を行い早期に異変を発見し適切な対応ができました。体

調の急変により救急車要請２件ありました。 
3 教養娯楽について 

  中庭やホール内歩行は毎日行い、歩行カードにご自分で記入していただきました。午前、

午後と体操の時間を増やし筋力の維持・向上を図り、趣味活動は利用者のやりたいを尊重
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した活動をしました。歌のボランティアで他の施設に出かけたり、帽子作りをしました。 
 

Ⅳ 防災並びに交通安全 
 1 防災訓練 

消防計画に基づいた防災訓練を2回行いました。土砂災害避難確保計画を作成し、毎月の

避難訓練を実施しました。BCPの見直しと初動対応の検討会は行えませんでした。 
 2 交通安全の意識付け 

毎日・毎週の送迎前点検、定期点検も忘れずに実施しました。交通マナーの厳守と安全運

転に努めましたが、違反は0件、軽度な車両の接触事故8件ありました。 
   

Ⅴ 苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応など 
  苦情は 6 件ありました。丁寧な対応を心がけ解決済みです。事故 50 件、ヒヤリハット 53

件、4 月に利用者の転倒骨折で入院する事故があり、保険対応と顧問弁護士に相談し、示

談成立しました。虐待については特に言葉づかいに気を付け、虐待防止に努めました。 
 
Ⅵ 家族や地域 
 1 3月に介護者の集いを開催し7件7名のご家族が参加されました。牧之原市の介護者のつど

いも7月と3月に行いました。3月に満足度調査を行い結果は回答者48名、言葉遣い→44
名、対応→43名、希望に沿ったサービス→42名、食事→31名、入浴→35名、レク、行事

→29名が満足でした。 
 2 祭典やオリーブ園祭りに参加。三栗のシニアクラブとの交流ができました。 

 
Ⅶ 実習生やボランティア 
  実習性の依頼はなかったため、受入れはありませんでした。麻雀・喫茶・ハンドマッサー

ジ・音楽療法のボランティアは年間をとおして計画的に来ていただけました。新規で歌や

絵手紙、将棋、囲碁のボランティアが定期的に来てくれました。 
 
Ⅷ 環境整備 
  建物内外の消毒を毎月行いました。建物の修繕については、玄関とホールの雨漏りがみら

れたため、応急処置的な外壁の補修や塗装を行った。中庭のブロック舗装の陥没修繕を行

った。移転については検討中。 
 
Ⅸ 職員研修 
  キャリアアップ要件に基づき、外部研修や法人内研修に積極的に参加しました。参加後は

報告書の回覧と職員会で報告し情報を共有しました。毎月の職員会でミニ研修を行い、職

員同士のコミュニケーションとスキルアップを図れるよう工夫しました。 
 
Ⅹ その他 
 1 有給消化率35％（前年度36.1％）誕生日や記念日に計画的に有給取得に努めました。朝

礼時の腰痛予防体操も継続して行いました。 
 2 業務改善委員を中心に業務見直しと記録PC入力の完全移行を目指しましたが、一部移行

できていないので、継続して取り組みます。 
 3 ワークセンターとパンバイキングで、グレイスで歌や対談で交流、すずらんとほのぼの

の入力や書類の様式の情報共有をしました。 
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2018(平成30)年度事業報告 
 地域密着認知症対応型通所介護事業所 

デイサービスセンターすずらん 
        

Ⅰ 活動方針並びに課題 
1 活動方針 

(1) ご家族の思いに寄り添って心身の負担を軽減し、認知症の方々が可能な限り住み慣れ

た自宅で日常生活を営むことが出来るような支援に努めました。 
(2) ご利用者の個々の能力に応じて、必要な日常の支援・機能訓練を行い、自信を持ち笑

って過ごせることで認知症進行が緩和されるよう活動しました。 
(3) 介護保険制度の改定等、関係法令の内容に沿ってサービスを提供しました。 

2 課題 
(1) 認知症対応通所介護事業所としての知識や対応方法についてミーティング後に研修

機会を設け、外部研修も取り入れてスタッフの育成に努めました。  
(2) 新たに運動に取り組むことをお便りでお知らせし、運動メニューを実行しました。開

始前後の体力測定結果と評価を報告し、ご家族からは一定の評価を頂けました。 
(3) プログラムの充実を図り、お便りで施設の活動の様子がわかる写真の掲載やご家族に

とって役立つ情報の発信を行い、稼働率は 34％アップを達成できました。 
     利用者増に対し職員は増員できず、関わりの時間が減る結果となりました。 
 

Ⅱ 利用者と職員の状況 
1 利用者について 
(1)定員 12 名      新規利用者 10 名  利用廃止 3 名  年間平均稼働率 64.1％ 

  月 
実績 

4 
月 

5 
月 

6 
月 

7 
月 

8 
月 

9 
月 

10 
月 

11 
月 

12
月 

1 
月 

2 
月 

3 
月 

延べ人数 140 163 170 184 193 189 207 208 219 213 230 252 
稼働日 25 27 26 26 27 25 27 26 25 24 24 26 
均(人) 5.6 6 6.5 7 7.1 7.5 7.6 8 8.7 8.8 9.5 9.7 
実人数 15 15 15 17 17 17 16 18 20 22 23 22 

 2 職員について（3 月 31 日現在） 
 施設長 1 名（シャローム・グレイス副施設長兼務）、管理者 1 名（グレイス介護員主任

兼務）、 相談員１名、パート介護員 4 名、パート運転手 3 名   
 

Ⅲ サービスとケアの内容 
 1 自発的動作を促すよう、各自に合わせた環境を用意し、家事活動を中心に活動に取り組

みました。 
2 水分摂取の必要性の情報をお知らせし、提供時間内800mlの水分摂取を目標に取り組みま

したが、ご家庭での排泄介助に影響することので控えたいとの少数意見も聞かれました。 
3 運動プログラムの実施、生活動作の中での少し長めの歩行を取入れるなどして体力向上

に努めました。 
4 レクなどの活動内容をパターン化することで、解りやすくなり職員が迷わずレクリエー

ション等を提供できるようになりました。 
5  計画書は具体的な目標を設定したが、確実に目を通す事が出来ていなかった。職員全員 

が情報共有できる工夫が必要でした。 
6 ご利用者の健康観察や変化時の対応は入所施設看護師・ケアマネ・ご家族と適切に連携
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することが出来ました。 
 
Ⅳ 防災並びに交通安全 

1 安否コール訓練とグレイスの防災訓練時に日中想定で避難訓練を実施。消防署による救 
命講習・防災講話に参加し、利用者毎のフェイスシートの作成・更新、公用車に車載用 
災害マニュアルとハザードマップ設置を行いました。 

 2 交通安全講習に参加し、ドライブレコーダーも設置し安全な運転に努めました。 
 
Ⅴ 苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応など 

1 苦情 0 件。法人の苦情解決委員会で再発防止について話し合い、情報共有を行いました。 
2 虐待事案 0 件。虐待研修に参加し、虐待を早期に発見しうる施設として、職員会議を通

して常に話し合う場をもつように努めました。 
 
Ⅵ 家族や地域 
 1 連絡ノートを活用してくださるご家族が多く、送迎時や電話でもコミュニケーションを

図ることが出来ました。 
2 「介護者の集い」ではご家族の悩みを共有する事ができましたが、多数参加していただ

けるように開催時期などの再検討が必要でした。 
 3 運営推進会議を年2回開催し、活動の報告を行い、地域の皆様からご意見を頂きました。 

4 年間計画に地域への外出を組み込み、催し物にも積極的に参加し地域と交流しました。 
 

Ⅶ 実習生やボランティア 
 1 実習依頼はなく、年2回の地域児童との交流を継続して行いました。 

2 日常的ボランティアはなく、行事や慰問で団体・個人のボラティアの協力を頂きました。 
 

Ⅷ 環境整備 
 1 エアコンの室外機の故障を修理、ロスナイ換気扇等の清掃を清掃業者にて実施。 
 2 ご利用者が増え、ホールが狭く感じられるようになった為、動きやすくかつ落ち着いて

過ごせるように細目にご利用者に合わせたレイアウト変更を行いました。 
 3 エアコン故障でホールが使えなかったが、グレイス内の空きスペースで対応しました。 
 
Ⅸ 職員研修 
 1 職員全員が外部研修に参加することができました。 

2 管理者は「認知症実践者リーダー研修」を受講し、ミーティング時に勉強会を開催し、

職員の専門性を高めるように努めました。 
3 法人全体研修参加   新年度研修：1名  秋季研修：0名 

 4 委員会（グレイスと合同）として、職員会議で口腔機能維持等の研修を行いました。 
 
Ⅹ その他 
 1 計画的な有休取得は少なく、家庭や本人の体調不良での取得となりました。 
 2 会議ではそれぞれが担当する役割について発表し、積極的な意見交換を行いました。 
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2018(平成30)年度事業報告 
 訪問介護事業 

介護予防・日常生活支援総合事業 
ライフサポートさふらん 

 
Ⅰ 活動方針並びに課題 

1 活動方針について 
住み慣れた自宅（地域）での生活を支えるため、適切なサービス提供と丁寧な対応を心が

け地域で選ばれる事業所として活動できました。新規申し込みや困難ケースにも出来るだ

けの対応をし、利用者、家族、ケアマネから信頼を得られるよう努力いたしました。 
介護予防・日常生活支援総合事業がスタートし 2 年目となり、介護保険対象者へのサービ

ス提供は減少、総合事業対象者が増加しています。収支面から考えると、受入れ件数の総

数に限りがある中では、総合事業対象者が増えるという事は収入減につながります。しか

し、社会福祉法人が運営する事業所としては要望に最大限対応しました。 
職員の確保と適正な訪問件数については課題が多く、サービス提供時間が重なる場合や移

動距離が長くなる場合などの職員の確保等に苦慮しています。対応策のひとつとして今年

度遠方の地域（御前崎市）のサービス提供を一時休止しました。今後、登録パートの増員

により、休日出勤と時間外対応の削減、有給休暇の取得促進をし働きやすい職場をめざし

ていきます。 
 
Ⅱ 利用者と職員の状況 

1 利用者について 
 保険者別年間延利用者数 

 牧之原市 島田市 吉田町 御前崎市 合 計 
介護 305 4 62 63 434 
総合 284 0 62 8 354 
自費 55 0 8 7 70 
合計 644 4 132 78 858 

  サービス区分別年間請求件数 
介  護 総合事業 

身 体 身体生活 生 活 訪問型 緩 和 

5,362 1,646 327 1,541 573 
2 職員について（2019 年 3 月 31 日現在） 
  施設長 1 名（1・他事業所兼務） 
 訪問介護員 15 名 

（正職 3 名（内 2 名サービス管理責任者）・パート 2 名・登録パート 10 名） 
 

Ⅲ サービスとケアの内容 
1 ケアマネジャーのケアプランを基本に、サービス提供責任者が作成する介護プランに沿

ったサービス提供をいたしました。 
2 訪問時の様子や要望などは、職員間で必ず情報共有する事と、必要があれば随時ケアマ

ネジャーやご家族に報告いたしました。職員は、サービス提供指針によるサービス提供を

心がけました。 
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Ⅳ 防災並びに交通安全 
 1 安否コールシステムによる緊急伝達訓練を実施し、災害時に対応できるようにしました。 
 2 移動時には安全運転を心がけ、余裕をもった運転を行うよう周知しました。 
 
Ⅴ 苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応など 
  ヒヤリハットの気付きや適切な対処は、苦情や事故の防止に繋がるため報告の大切さを啓

発するとともに、報告しやすい環境（人間関係）を心がけました。虐待に関しては、職員

一人ひとりが正しい知識を持ち、自身の言動に責任を持つように啓発しました。 
・苦情 4 件  ・事故 13 件  ・ヒヤリハット 3 件 
 

Ⅵ 家族や地域 
  10月に「さふらん満足度調査」を実施しました。ヘルパーの訪問時の対応やサービスの満

足については8割以上の方に満足しているという評価をいただきました。コメント欄にも

労いの言葉をいただきましたが、要望については真摯に受けとめ、今後のサービスの向上

に努力していきます。 
 
Ⅶ 実習生やボランティア 

 今年度の実績はありませんが、実習生の要請があった場合は訪問先に了解を得た上で積極

的に受け入れを行っていきます。  
 
Ⅷ 環境整備 

 社用車の整備点検を実施しました。 
事務所内など、書類等の整理をし仕事の効率化を図りました。 

 
Ⅸ 職員研修 

法 人 研 修  延  5人（新年度、誕生月研修 他） 
施設内研修 延 86人（緩和ケア、災害時対応、グレーゾーンのケア 他） 
外 部 研 修  延 17人（認知症、高齢者特有の疾患と看取り、リハビリケア 他） 
 

Ⅹ その他 
  ご利用者によいサービスを提供し続けための職員育成とともに、職員にとって働きがいの

ある事業所となれるよう業務改善を進め、時間外労働の削減や有給休暇取得促進をはかりま

す。 
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2018(平成30)年度事業報告 
                             居宅介護支援事業所 
                                 シャローム 

 
Ⅰ 活動方針並びに課題 

1 活動方針について 
(1) ご利用者が住み慣れたご自宅で喜びを感じられる生活を送れるよう、法人の理念・サ

ービス提供指針をもとに、毎月の訪問機会を大切にし、ご利用者の言葉に丁寧に耳を

傾け仕事をすすめました。 
(2) 介護保険制度改定等の情報を整理し、その内容に沿った運営、説明を行いました。 

2 課題 
(1) 年平均 92％の稼働率であったが、厳しい経営である事は変わっていない。以前に比べ

新規の依頼が増えている状況だが、即戦力となれる人材の確保が難しい状況でした。 
(2) 実践計画書で目標が明確に掲げたことで、共通認識を持って取り組めた。 

   
Ⅱ 利用者と職員の状況 

1 利用者について 
(1)計画作成数（延べ） 要介護 802 件   要支援 142 件 
(2)新規受託数 21 件  契約終了件数 15 件（死亡 10 件、入所 5 件、変更 0 件） 
(3)平均稼働率 92％ 

2 職員について（3/31 現在） 
 職種別：所長 1 名（グレイス副施設長・すずらん施設長兼務） 

介護支援専門員 2 名（主任介護支援専門員 2 名） 
 

Ⅲ サービスとケアの内容 
1 居宅サービス事業所・各サービス提供事業所が複数ある中から選定できることや、プラ

ンに位置付けた理由が説明できる公正中立なケアマネジメントを行いました。 
2 民生委員との交流の場への参加・地域のケアマネと情報交換し、インフォーマルな支援

を計画に盛り込むことができました。地域への貢献活動の機会は持てませんでした。 
3 医療介護連携として、患者支援室等からの依頼も増えている。更に信頼を得て連携を強

化し、重度化防止・自立支援に繋げていきたい。 
4 包括支援センターや総合病院等からの困難ケースの受け入れを積極的に行いました。 
5 利用サービスの変更や制度の改正等では一度の説明で十分でないことも多く、ご利用者

ご家族の状況に合わせて説明・支援を行いました。 
 

Ⅳ 防災並びに交通安全 
 1 事業所の防災マニュアル・フェイスシートの整備を継続して行いました。 
 2 交通安全講習参加の機会は持てなかったが、車の異常等、いち早く報告し危険の回避に

努めました。時間の余裕をもって出発し、安全運転に心がけ、事故や小さな物損事故もな

く過ごせました。 
 
Ⅴ 苦情とその対応、並びに虐待と思われる事案に対する対応など 
 1 苦情報告は 0 件。法人内の苦情解決委員会にて他事業所にいただいた苦情について共有

し再発防止について話し合いました。他事業所への苦情についても書類にまとめ、事業所

へのアドバイスとして伝え、苦情解決の実績を重ねることで地域貢献に繋げたい。 
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 2 虐待の可能性を心配したケースについては、提供事業所との連携を密にはかり、訴えの

度に介護者の話を傾聴し、サービス調整の提案等を行うことで、報告するような虐待事例

にはなりませんでした。 
 
Ⅵ 家族や地域 
 1 家族との関係 
  ご家族の立場や心情に配慮し、ご家族に負担の少ないタイミングで訪問させていただき 

ゆっくり話を伺う等に努め、信頼関係を持って相談援助を行いました。。 
 2 毎年開催される地域の民生委員との交流会に参加し、事例についての検討や意見交換を

行いました。地域の茶話会等への参加の機会は作れませんでした。 
 

Ⅶ 実習生やボランティア 
 1 事業所への実習生はありませんでした。 

2 ご利用者の生活を支援して下さったボランティア・ご友人等との関係を維持し、サービ

ス計画に繁栄しました。恵の丘のボランティア対応の協力を行いました。 
 
Ⅷ 環境整備 
 1 公用車にドライブレコーダーを設置。 
 2 屋内外のごみ、機密文書等の適切な処理に努めました。 
 
Ⅸ 職員研修 

1 参加研修 
法人内研修 新年度研修  誕生月研修  人材育成研修  個人情報保護 

身体拘束適正化研修  全体研修（私の行動指針） 
高齢者内研修 恵の丘内部研修（16回） 

感染症研修 
ケアマネ連絡会 H30年度介護保険制度改正について  災害時のケアマネジメント 

H30年度介護保険制度改正の注意点 
認知症の方のケアマネジメント  障碍者相談支援体制の理解 

主任ケアマネ連絡会 事例検討会  メンタルヘルス研修 
外部研修 主任介護支援専門員研修 新しい総合事業説明会 課題整理総括表

作成と活用法 市の虐待マニュアル説明会 褥瘡対策研修 
総合病院相談員とケアマネジャーの意見交換会 エンゼルケア 
薬剤師・ケアマネジャーとの意見交換会等   

 ケアマネ一人一人が研修計画を立てて取り組んだ。研修内容については居宅会議等で互いに

報告し、情報共有に努めました。 
 
Ⅹ その他 
 主任介護支援専門員が2名在籍している状況を生かし特定事業所加算取得を目指しましたが、

年度内の職員確保や法人内事業所職員の兼務は全体の職員不足もあって困難でした。 
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2018(平成 30)年度 事業報告 
                       牧之原市地域包括支援センターオリーブ 
Ⅰ 活動指針(主要事業)並びに課題 
  1 地域包括ケアシステムの構築に向けた基盤づくりに市と協働で取り組んだ 

2 相談支援の充実と地域包括支援ネットワークの構築・活用に取り組んだ 
  3 権利擁護に関する啓発と活用についてさがら包括・市と協働で 2 回研修会を実施した 
  4 介護予防ケアマネジメントと介護支援専門員に対する支援・指導を市・主任ケアマネと

ともにプラン点検や、ケアプラン会議で取り組んだ 
   (1)市の運営方針に沿い上記１～４の事業を進めるにつけ、職員間で情報の伝達が止まら

ないようにするために全員回覧と 3 職種回覧に分け、相談回覧はスムースにできた 
   (2)人材育成に関しては、個々の対応で苦情があった。チームワークに課題を残してしま

った 
 
Ⅱ 利用者と職員の状況 

1 利用者(対象者)・・・牧之原市榛原地区の予防給付と総合事業実績件数 
 4

月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

給付直営 51 54 53 51 57 57 67 67 74 73 72 69 745 
委 託 83 80 78 73 78 74 76 73 67 65 60 60 867 
合 計 13

4 
134 131 124 135 131 143 140 141 138 132 129 1612  

総合直営 93 87 90 93 99 95 96 95 92 86 87 93 1106 
委 託 17 20 17 19 19 19 16 19 21 20 16 16 219 
合 計 11

0 
107 107 112 118 114 112 114 113 106 103 109 1325 

実態把握 27 39 51 34 45 16 33 23 29 48 49 16 410 
2 職員 
所長・主任介護支援専門員 常勤専任 1 名 介護支援専門員 非常勤専任 2 名 
保健師（市から派遣） 常勤専任 1 名 実態把握 予防マネジメント  常勤専任  1 名 
社会福祉士 専任   1 名 予防/マネジメント 非常勤専任 1 名 
主任介護支援専門員 専任   2 名 事務員 常勤兼任  1 名 

 
Ⅲ サービスとケアの内容 

1 牧之原市の榛原地区の 65 歳以上の高齢者に対して優先順位（独居・88 歳以上など）を

付けて実態把握を実施し年間 410 件実施した 
2  総合相談で相談に上がるケースに対し、高齢者の権利擁護が守られるように努力した 

     3 高齢者が、自らの健康保持増進・維持向上に努め、自宅での生活が長く続けられるよう

に本人に合った外出の機会の提案や、生活上のアドバイスをした 
    
Ⅳ 防災並びに交通安全 
  1  防災訓練：牧之原市総合防災電話連絡訓練（3 回）や 法人合同防災訓練：安否ｺｰﾙｼｽﾃ

ﾑ訓練（月 1 回）参加した。又ＢＣＰを作成した（市・居宅等との連携が必要なため市に

提案中） 
  2 交通安全の意識付け：法定速度厳守、雨天の運転注意につとめ交通安全教室に参加した 
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Ⅴ 苦情とその対応、並びに、虐待と思われる事案に対する対応など 
  1  苦情受付窓口を設置し苦情・事故が発生した場合は市及び法人に報告した。カンファ

レンスでも取り上げ、職員周知と検討を行った（4 回） 
2  ヒヤリハットの意識を高め、苦情にならない努力をした（2 回） 
3 虐待と思われる事案が入ったら、3 職種中心でマニュアルに沿って早期の対応に努めたが、

長期化するケースは市・さがら包括とも相談を交えた。又職員の疲労感も大きかった 
 
Ⅵ 家族や地域 

1  訪問時“ええあんばい”他事業のお知らせ、オリーブのリーフレットを配布した 
2  事業所への移行に向けて家族元気回復事業､介護者教室等の開催を事業所と連携して 
  行った。来年度は介護者教室を真菜に移行しバックアップにあたる 
3  民協や見守り支え合いネットワーク、サテライト事業所等、各々の会議に参加した 

  4  保健、医療、福祉の専門職、民生委員、ボランティア、社協など地域福祉を支える様  々
な関係者との連携を図り、ネットワークづくりを行った 

   5 地域のサロンやシニアクラブに出向き、介護予防や権利擁護の啓発を 23 回実施した 
  6 生きがいガーデンこにたの地域への居場所づくりの事業の相談に乗った 
 
Ⅶ 実習生やボランティア 

     1  市と協議の上、個人情報を厳守した誓約書を取り交わした後、実習受け入れに協力した 
      5 月：聖隷クリストファー4 名  8 月：静岡福祉大 2 名  2 月：就職実習 1 名 
    
   Ⅷ 職場環境 
     1 市民にとって利便性のある庁舎に事務所を構えることで、行政の関連部署と円滑な連携

ができ、スムースな相談対応ができた 
2 守秘義務に十分配慮する 
 

   Ⅸ 職員の研修 
外 部 人 外 部 人 法 人 人 法 人 人 

包括(国)基礎(5 回) ６ ケアマネ各種 ２ 新年度(1 回) ４ 行動指針 map ２ 
〃（県）研修 4 認知症関係(5回) ８ 身体拘束(1回) ６ キャリアップ １ 
〃（県）マネジメント ２ 包括評価 １ 人事評価 １ 自己覚知 １ 
権利擁護関係 ４ 看・看連携 ５ 個人情報 １ コミュニケーション １ 
多職種連携関係 ４   交通安全 １   

外部研修合計 32 回・参加者延べ 35 人 法 人 9 回・参加者延べ 18 人 
  上記の研修に参加した 
 
Ⅹ その他 

     1 健康管理について(職員) 
   （1）健康診断を全員実施し、インフルエンザ予防接種を全員受けたが 1 名罹患した 
   (2) 訪問時はマスク・手指消毒液を携行するなど自己予防に努めた 
   （3）安心して業務に取り組める環境づくりやストレスチェック等メンタル面でのケアに

関しての取り組みが少なく課題が残ったので、来年度につなげていく 
  2 職員の人材育成は難しく課題が残った。また、職員配置については資格の問題があり、

市、法人と協議した。市から資格要件を介護福祉士でも良しとした回答もいただいた。 
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2018（平成 30）年度事業報告書 
                介護予防拠点施設 

コミュニティセンターぶどうの木 
 
Ⅰ 活動方針と課題 

1 方針  
(1)通所型サービスにおいては、2 ヶ月に 1 回「目標」に対する評価を行いました。   

①成果と目標達成状況をご利用者と一緒に確認しました。 
②楽しく集える場づくりに努めることが出来ました。しかし、当事業所にずっと通いた

いという希望が多く、ご本人にとっての適切なサービスへの移行が出来ませんでした。 
  (2)地域へ出向いて介護予防に効果的なプログラムを提供し、住民の主体性を尊重した支援

を行いましたが、前年度と比べ 10 回から 6 回に減少しました。 
2 課題  
(1)認知症状があり、プログラム内容、宿題、バイタルチェック方法、状況報告作成など個

人毎に丁寧に時間をかけ説明するように努めました。また、ご利用者同士のコミュニケ

ーションに関しても、職員が間に入り理解して頂けるよう努めました。 
(2)精神・うつ症状の方が継続して通所できるよう相談に応じました。 

   
Ⅱ ご利用者と職員の状況 

1 ご利用者 

事業種 
短時間デイサービス事業 一般介護予防事業 

概ね２時間以上通所 
6 単位 

通所型フォロー事業 
（ほっとサロン） さーくるふらっと 

介護予防普及 
啓発事業 

（地域に出向く） 

曜日 火・木（ＡＭ） 
水・金（AM･PM） 月曜日（ＡＭ・ＰＭ） 

火ＰＭ音楽療法 
木ＰＭ絵手紙      

アート/ 習字 

ポイント 
 

居場所 
 

開所日数 304 日 58 日 84 日 10 日 13 日 
延べ人数 1648 名 315 名 724 名 153 名 59 名 
定員 各 12 名 各 10 名 各 15 名 不特定数 
 
2 職員 

施設長・管理者（嘱託） 1 名 支援員（常勤職員） 1 名 
 支援員（パート兼務） 2 名 支援員（パート職員） 2 名 

 
Ⅲ サービスとケアの内容 

1 通所型サービス事業：短時間デイサービス「ぶどうの木」 
週１回を基本として２時間以上の通所事業を実施しました。運動機能・口腔機能・認 
知機能の向上を目指し、主に体操やレクリエーション、外出等のメニューを実施しました。 

 2 一般介護予防事業：①通所型フォロー事業「ほっとサロン」 
外出の機会や他者との交流が必要と認められる者が、要介護・要支援状態にならない様に

生活機能向上を中心に支援しました。主に健康、栄養、交通、防犯、防災、詐欺等注意す

ることや歳時記について活発な発言、情報交換が出来ました。 
 3 一般介護予防事業：②地域での高齢者の居場所・出番づくり支援事業 

４つの趣味活動（さーくるふらっと）を実施し、主に外出のきっかけや仲間づくりが出来

ましたが、施設内で留まってしまい他の地域に居場所をつくることが出来ませんでした。 
 4 一般介護予防事業：③介護予防のポイント啓発事業 
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  前年度と同じ地区で実施しましたが、他地区との関係づくり、地域リーダーとの連携が執

れず、新たな地区で開催することが出来ませんでした。 
 

Ⅳ 防災並びに交通安全 
 1 災害 

災害時の職員体制を確立し、有事に備えて職員、ご利用者は防災訓練等を実施しました。 
職員は法人の安否コールシステム訓練に参加し、年間返信率 98％でした。また、聖ルカホ

ームの防災訓練時にあわせ水消火器訓練を実施しました。 
 2 交通安全 
 職員は株式会社日産フィナンシャルサービスによる「エコ＆セーフティドライブコンテス

ト」事故 0 件を目指す運動に参加し無事故を達成し、利用者送迎中の安全確保を徹底しま

した。また、ご利用者は、毎月 1 回開催される「婦人交通指導員による交通安全講話」か

ら情報提供を受け、交通安全の意識を高めることができました。 
 

Ⅴ 苦情とその対応、並びに、虐待と思われる事案に対する対応など 
 常に職員間でリスクマネジメントを行い、ミーテング時を利用しリスクを未然に防げるよ

う情報共有や対策を検討しました。また、苦情は即座に対応するよう努めました。 
 

Ⅵ 家族や地域 
 1 家族に対して 
  転倒リスク、忘れ物、希望、確認など必要に応じて情報交換をし、ご利用者とご家族に対

し実際の状態や状況説明など行い、サービスの利用に支障がないよう支援をしました。 
 2 地域に対して 
  地域に出向き、新たな居場所づくりが出来るよう努めました。 

 
Ⅶ 実習生やボランティア 
 趣味活動を行える個人や団体に働きかけ、敬老会などの行事を盛り上げて頂きました。 
 

Ⅷ 環境整備 
 台風により 2 階テラスの風除柵が壊れ、牧之原市へ報告し修理完了しました。 
 また、業者による施設内清掃や施設周辺の草刈り、草花の美化に取り組みました。 
 

Ⅸ 職員研修 
新年度研修      2 名 誕生月研修 3名 人事制度・評価 1名 
身体拘束適正化 3 名 感染症研修 3名 高齢者の特徴 1名 
やまばと全体研修会 2 名 コミュニケーション 2名 記録の書き方 1名 
薬の知識 1 名 自立体力プランナー 1名 認知症の対応 1名 

 
Ⅹ その他 

     ご利用者の状態がぶどうの木のサービスに合致しているのか検討し、適正なサービスへ移 
行する必要がありますが、利用者の理解を得られず移行が進みませんでした。 
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2018(平成 30)年度事業報告 
 

介護職員初任者研修 
 
 

Ⅰ 活動方針並びに課題 
 1 活動方針 
   障がい者および高齢者が、地域で自立した生活を送るために提供されるべきサービス、

すなわち、「当事者を主体としたサービス提供の理念」と、「障がい者・高齢者に対応

できる介護技術」を習得することを目的とした。また、この事業を通して地域の介護・

福祉人材の確保を目的としているか今回での採用はなかった。（将来に繋がる人材はあ

ったと感じている。） 
 2 課題 

(1) 定員 20 名に対して、受講生は 15 名集まった。2017 年度は 18 名の受講生であったが、

今回は担当者変更により事務手続きが不慣れなため、募集期間が短くなり人員減になっ

たものと考える。 
  (2) 労働条件等で就職にはならなかったが、今回の受講生の中から2名就職希望者がいた。

今後も、受講生から当法人への就職者を増やしたい。 
  (3) 講師の確保が難しくなっている。施設長クラスの職員に講義をお願いしているが、本

業に支障をきたさないようにしたい。 
  (4) 事務業務を元職員に委託したが、今後は、現職員で行えるようになりたい。 
 
 
Ⅱ 受講者と職員の状況 
 1 受講生 15 名。全員合格。 
 2 事務全般と通信課題対応は、元職員への委託。 
   講師は、法人内職員 19 名、外部委託 1 名。 
 
 
Ⅲ サービスの内容 
 【日程】毎週土曜日。9 月 1 日（土）から 12 月 8 日（土）までの全 15 回。 
     （平均の授業時間）午前 9 時から午後 4 時半。 
 【会場】島田信用金庫榛原支店 2 階会議室・聖ルカホーム会議室で開催。 
 【テキスト】長寿社会開発センターのテキストを使用。 
 【修了試験】模擬テストを実施したうえで試験を行い全員合格。 
 
 
Ⅹ その他 
 教育訓練給付制度（一般教育訓練）の講座指定の取得を考えていたが、申請の中で「過去 5
年間に、国・地方公共団体・独立行政法人から処分・是正措置等を受けたことがある場合は

申告しなければならない」とあり、当法人はこれに該当していたため取得は断念した。 
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